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前 年 度 令 和 2 年 度 比 較

予 算 額 要求・要望額 増 △ 減 額

１．教育分野における 5,224 5,175 △ 49 ( 1 ) ＥＢＰＭをはじめとした統計改革を 81 ( 57 )

    ＥＢＰＭの推進 推進するための調査研究

( 2 ) 全国的な学力調査の実施 5,094 ( 5,166 )

 ２．学校教育・社会教育を 1,479 1,806 327 ( 1 ) 新しい教育課題に対応した教員研修の 1,672 ( 1,424 )

   を担う教育人材の資質 充実と大学における教員養成の改革

   能力の向上

( 2 ) 学校教育における外部人材の活用促進事業 65 ( 新規 )

 

( 3 ) 社会教育を推進するための指導者の 68 ( 55 )

資質向上等事業

 ３．グローバル社会における 18,177 19,302 1,125 ( 1 ) 在外教育施設教員派遣事業等及び 18,363 ( 17,630 )

   児童生徒の教育機会の 海外子女教育の推進

   確保・充実

( 2 ) アジア高校生架け橋プロジェクト 553 ( 417 )

( 3 ) 社会総がかりで行う高校生国際交流 386 ( 128 )

促進事業

等

４．生涯にわたる学びの推進 10,439 13,449 3,010

リカレント教育の推進 7,963 10,659 2,696 ( 1 ) 出口一体型地方創生人材養成システム 2,520 ( 新規 )

構築事業

( 2 ) 女性の多様なチャレンジに寄り添う学びと 67 ( 新規 )

社会参画支援事業【再掲】

( 3 ) 専修学校リカレント教育総合推進 450 ( 315 )

プロジェクト【再掲】

等

高校中退者への支援 23 82 59 ( 1 ) 地域における学びを通じたステップアップ 82 ( 23 )

支援促進事業※3

専修学校の人材養成機能 2,454 2,708 254 ( 1 ) 専修学校における先端技術利活用実証研究 535 ( 新規 )

の充実・強化

( 2 ) 専修学校リカレント教育総合推進 450 ( 315 )

プロジェクト

等

※国研分含む

令　和　２　年　度　概　算　要　求　主　要　事　項

（単位 ： 百万円）

事　　　　　　　項 主な事業
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前 年 度 令 和 2 年 度 比 較

予 算 額 要求・要望額 増 △ 減 額
事　　　　　　　項 主な事業

５．学校・家庭・地域の連携・ 6,395 9,116 2,721 ( 1 ) 学校を核とした地域力強化プラン 9,116 ( 6,395 )

  協働と学びを通じた地域 ア 地域と学校の連携・協働体制構築事業 8,300 ( 5,924 )

  作り イ 地域における家庭教育支援基盤構築事業 128 ( 73 )

ウ その他 688 ( 398 )

６．共生社会の実現 675 1,110 435

女性の活躍推進等の 66 101 35 ( 1 ) 女性の多様なチャレンジに寄り添う学びと 67 ( 新規 )

ための環境整備 社会参画支援事業

等

障害者の生涯学習の推進 105 184 79 ( 1 ) 学校卒業後における障害者の学びの 161 ( 105 )

支援に関する実証研究事業

( 2 ) 図書館における障害者利用の促進 23 ( 新規 )

帰国・外国人児童生徒等 504 826 322 ( 1 ) 共生社会の実現に向けた帰国・外国人 826 ( 504 )

教育の推進 児童生徒等教育の推進支援

７．学校安全の更なる強化 353 753 400 ( 1 ) 地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業 420 ( 119 )

※3

( 2 ) 学校安全総合支援事業 333 ( 234 )

※1　復興特別会計計上予算は含まれていない。

※2　「事項」の金額は、事項毎に関係事業の予算を集計した金額であり、再掲についてはそれぞれ計上されている。

※3　「学校を核とした地域力強化プラン」の一部メニュー【再掲】
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１．教育分野におけるＥＢＰＭの推進

１．要 旨

教育施策を推進するに当たっては、効果的・効率的な教育政策の企画・立案等を行う観

点や、国民への説明責任を果たす観点から、客観的な根拠を重視した行政運営に取り組む

ことが重要である。そのため、教育における客観的根拠に基づく政策立案（ＥＢＰＭ）を

推進する。

また、義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力

や学習状況を把握・分析し、国・教育委員会における教育施策の成果と課題を検証し、そ

の改善・充実を図るとともに、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改

善等に役立て、さらに、これらの取組を通じた教育に関する継続的な検証改善サイクルを

確立するため、全国的な学力調査を実施する。

２．内 容

（１）ＥＢＰＭをはじめとした統計改革を推進するための調査研究 81百万円(57百万円)

「統計改革推進会議最終とりまとめ」や「第三期教育振興基本計画」に基づき、

教育分野におけるＥＢＰＭを推進するため、客観的な根拠の開発や統計調査の改善

等に資する調査研究を実施する。

（２）全国的な学力調査の実施 5,094百万円(5,166百万円)

令和２年度調査として、小６、中３を対象に、国語、算数・数学を対象教科とし

た悉皆調査、保護者に対する調査（抽出）及び経年変化分析調査（抽出）を行う。

また、令和３年度調査として、国語、算数・数学、理科の悉皆調査を実施するた
めの準備を行う。
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○
「
第
３
期
教
育
振
興
基
本
計
画
」
（
平
成

30
年

6月
15
日
閣
議
決
定
）
に

お
い
て
、
「
客
観
的
な
根
拠
を
重
視
し
た
教
育
政
策
の
推
進
」
を
教
育
政
策

の
遂
行
に
当
た
り
特
に
留
意
す
べ
き
事
項
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
。

○
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

20
19
」
（
令
和
元
年

6月
21
日
閣

議
決
定
）
に
お
い
て
、
教
育
政
策
に
お
け
る
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確
立
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
こ
と
を
記
載
。

○
「
統
計
改
革
推
進
会
議
最
終
と
り
ま
と
め
」
（
平
成

29
年

5月
）
に
お
い

て
、
政
府
全
体
に
対
し
て
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
（
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
）
推
進
体

制
の
構
築
や
統
計
改
革
の
推
進
に
資
す
る
対
応
を
求
め
て
い
る
。

■
背
景

○
文
部
科
学
省
・
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
教
育
政
策
立
案
や
学
校
に
お
け

る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
が
客
観
的
な
証
拠
（
エ
ビ
デ
ン
ス
）
に
基
づ
き
実
施

さ
れ
る
た
め
の
取
組
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
全
体
の
教
育
行
政
の
変

革
及
び
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
推
進
に
資
す
る
。

○
こ
の
た
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
学
校
な
ど
が
活
用
可
能
な
教
育
分
野

の
エ
ビ
デ
ン
ス
開
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
当
該
エ
ビ
デ
ン
ス
の
一
層
の
活

用
に
資
す
る
た
め
、
現
行
調
査
の
改
善
・
充
実
に
向
け
た
基
盤
を
整
備
す
る
。

■
目
的

（
１
）
検
討
委
員
会
の
開
催
等

教
育
分
野
に
お
け
る
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
基
本
的
な
在
り
方
に
関
す
る
検
討
や
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
Ｅ
Ｂ
Ｐ

Ｍ
推
進
に
向
け
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
築
を
進
め
る
。

■
取
組
内
容

（
２
）
調
査
の
改
善
に
資
す
る
取
組

学
校
番
号
等
の
コ
ー
ド
統
一
を
は
じ
め
、
文
部
科
学
省
が
実
施
す
る
各
種
の
調
査
に
係
る
デ
ー
タ
構
造

の
整
備
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
統
計
調
査
の
適
正
な
実
施
及
び
改
善
に
向
け
た
職
員
の
リ

テ
ラ
シ
ー
向
上
の
た
め
、
研
修
や
指
導
助
言
の
機
会
の
充
実
を
図
る
。

（
３
）
客
観
的
な
証
拠
の
開
発
に
資
す
る
取
組

○
学
生
調
査
の
実
施
等

全
国
の
大
学
生
を
対
象
と
し
、
学
生
が
在
学
中
に
身
に
付
け
た
能
力
や
付
加
価
値
の
見
え
る
化
（
学

修
成
果
の
可
視
化
）
に
資
す
る
調
査
を
実
施
す
る
。

○
教
育
分
野
に
お
け
る
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
推
進
に
資
す
る
調
査
研
究

エ
ビ
デ
ン
ス
の
収
集
、
効
果
の
専
門
的
・
多
角
的
な
分
析
及
び
施
策
へ
の
反
映
等
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
を
推
進

す
る
た
め
の
多
角
的
な
調
査
研
究
を
実
施
す
る
。

○
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
を
通
し
た
、
全
国
に
お
け
る
教
育
行
政
の
変
革
の
推
進

○
あ
ら
ゆ
る
学
校
・
教
育
行
政
関
係
者
が
活
用
可
能
な
エ
ビ
デ
ン
ス
の
創
出

○
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
推
進
を
通
し
た
教
育
振
興
基
本
計
画
が
示
す
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確
立

■
目
指
す
成
果

○
省
内
外
の
垣
根
を
超
え
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
地

方
公
共
団
体
の
先
進
事
例
を
参
酌
し
つ
つ
、
様
々
な
教
育
関
係
者

に
と
っ
て
有
用
な
エ
ビ
デ
ン
ス
の
創
出
に
向
け
た
検
討
を
行
う
。

○
調
査
・
分
析
に
係
る
基
盤
を
整
備
し
、
異
な
る
調
査
の

デ
ー
タ
を
用
い
た
横
断
的
分
析
な
ど
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ

り
、
当
該
分
析
か
ら
新
た
な
エ
ビ
デ
ン
ス
が
創
出
さ
れ
る
。

○
国
・
地
方
公
共
団
体
・
学
校
な
ど
様
々
な
主
体
が
活
用
で

き
る
よ
う
、
大
学
生
の
在
学
中
の
学
修
成
果
の
状
況
を
は
じ

め
と
す
る
多
様
な
エ
ビ
デ
ン
ス
を
創
出
す
る
。

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
を
は
じ
め
と
し
た
統
計
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
調
査
研
究

令
和
２
年
度
要
求
・
要
望
額

8
1
百
万
円

(
前
年
度
予
算
額

5
7
百
万
円
)
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全
国
的
な
学
力
調
査
の
実
施

以
上
の
よ
う
な
取
組
を
通
じ
て
、

教
育
に
関
す
る
継
続
的
な
検
証
改
善
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る

Pl
an

D
o

Ch
ec
k

Ac
tio
n
継
続
的
な
検
証
・改
善

調
査
の
目
的

国
とし
て
は
、全
国
的
な
児
童
生
徒
の
学
力
や
学
習
状
況
を把
握
・分
析
して
、教
育
施
策
の
改
善
・充
実
に
生
か
す

教
育
委
員
会
とし
て
は
、自
治
体
や
学
校
の
学
力
水
準
を検
証
し、
教
育
委
員
会
の
施
策
の
改
善
・充
実
に
生
か
す

学
校
とし
て
は
、個
々
の
児
童
生
徒
の
学
習
状
況
を把
握
して
指
導
に
生
か
す
とと
も
に
、学
校
全
体
とし
て
指
導
方
法
の
検
証
・改
善
に
つ
な
げ
る

1,
31
5百
万
円

(文
科
省
：
97
8百
万
円
/国
研
：
33
7百
万
円
)

令
和
３
年
度
調
査
に
お
い
て
、国
語
、算
数
・数
学
、理
科
を対
象
教
科
とし
た
悉
皆
方
式
で
の
調
査
を実
施
す
る
た
め
の
準
備
を行
う。

調
査
対
象
：
小
学
校
第
6学
年
・中
学
校
第
3学
年
の
全
児
童
生
徒
（
悉
皆
調
査
）

調
査
内
容
：
国
語
、算
数
・数
学
、理
科

併
せ
て
、児
童
生
徒
・学
校
に
対
す
る
質
問
紙
調
査
も
実
施

令
和
３
年
度
調
査
の
準
備

【文
科
省
分
】令
和
２
度
要
求
・要
望
額
4,
56
3百
万
円
(前
年
度
予
算
額

4,
64
8百
万
円
)

(【
国
研
分
】
令
和
２
年
度
要
求
・要
望
額

53
2百
万
円
(前
年
度
予
算
額

51
8百
万
円
))

3,
78
0百
万
円

(文
科
省
：
3,
58
4百
万
円
/国
研
：
19
5百
万
円
)

国
、教
育
委
員
会
、学
校
に
お
け
る
教
育
施
策
や
教
育
指
導
の
一
層
の

改
善
を図
る
た
め
、学
力
調
査
を活
用
し、
大
学
等
の
研
究
機
関
の
専
門

的
な
知
見
を活
用
した
高
度
な
分
析
・検
証
に
関
す
る
調
査
研
究
を実
施

【専
門
家
に
よ
る
追
加
分
析
調
査
】

【本
体
調
査
：
悉
皆
調
査
】

令
和
２
年
度
調
査
の
実
施
等

調
査
日

：
令
和
2年
4月
16
日
（
木
）

調
査
対
象
：
小
学
校
第
6学
年
・中
学
校
第
3学
年
の
全
児
童
生
徒

調
査
内
容
：
国
語
、算
数
・数
学

併
せ
て
、児
童
生
徒
・学
校
に
対
す
る
質
問
紙
調
査
も
実
施

【経
年
変
化
分
析
調
査
：
抽
出
調
査
】

調
査
日

：
令
和
2年
5月
～
６
月
の
期
間
中
、抽
出
校
が
実
施
可
能
な
日

調
査
対
象
：
抽
出
校
の
小
学
校
第
6学
年
・中
学
校
第
3学
年
の
児
童
生
徒

調
査
内
容
：
国
語
、算
数
・数
学
、英
語
（
中
学
校
）

【保
護
者
に
関
す
る
調
査
：
抽
出
調
査
】

調
査
日

：
令
和
2年
5月
～
６
月
の
期
間
中
、抽
出
校
が
実
施
可
能
な
日

調
査
対
象
：
経
年
変
化
分
析
調
査
を受
け
る
児
童
生
徒
の
保
護
者

調
査
内
容
：
児
童
生
徒
の
家
庭
に
お
け
る
状
況
等
に
関
す
る
質
問
紙
調
査
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２．学校教育・社会教育を担う教育人材の資質能
力の向上

１．要 旨

教員の「質」の向上の観点から、2016年11月に「教育公務員特例法等の一部を改正す

る法律」が成立したことを受けて、教員の養成・採用・研修の一体的改革を進めるとと

もに、独立行政法人教職員支援機構における学校経営力の育成を目的とする研修や研修

のマネジメントを推進する指導者の養成等を目的とする研修等を実施する。

また、令和２年度から始まる新たな学習指導要領では 「社会に開かれた教育課程」、

が掲げられており、多様な外部人材を活用するなど社会と連携したより効果的な学校教

育の実現を図る。

さらに、地域の社会教育を推進し、地域づくりや人づくりの中核を担う社会教育主事

の資格付与のための講習や社会教育主事や司書等の資質向上に資する研修を充実させ

る。

２．内 容

（１）新しい教育課題に対応した教員研修の充実と大学における教員養成の改革

1,672百万円( 1,424百万円)

・教員の養成・採用・研修の一体的改革推進事業

教員が教職生涯にわたってその資質能力を向上させていく効果的な仕組みの構築に

資するため、大学、教育委員会、民間教育事業者等に対する委託研究を行うことなど

により、教員の養成・採用・研修を通じた改革を推進する。

１．養成改革の推進

①先導的な教職科目の在り方に関する研究

②教職課程の質の保証・向上を図る仕組みの構築

③教科教育コアカリキュラムの研究

④教職課程の自己評価のガイドライン策定

２．採用改革の推進

①教職の魅力向上に関する取組

②効果的な入職の在り方に関する研究

③教員採用試験における共通問題の作成に関する検討

３．研修改革の推進

①校長及び教員としての資質の向上に関する指標と研修の効果的な連動に関する

研究

②研修の単位化・専修免許状取得プログラムの開発

③働き方改革推進のための研修の在り方に関する研究

④民間教育事業者との連携による教員の資質能力向上 等
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・現職教員の新たな免許状取得や更新等

１．現職教員の新たな免許状取得を促進する講習等開発事業

２．大学における教員の現職教育への支援 等

・独立行政法人教職員支援機構における研修の実施及び調査研究の推進

教職員に対する総合的支援を行う全国的な中核拠点として、学校経営力の育成を

目的とする研修や研修のマネジメントを推進する指導者の養成等を目的とする研修

等を実施

（２） 65百万円( 新規 )学校教育における外部人材の活用促進事業

教職未経験の者に対するリカレント教育プログラムの開発や情報提供等を行い、

就職氷河期世代をはじめとする多様な人材が円滑に学校教育に参画できる環境を整

備するとともに、外部人材の活用に関するガイドラインの作成・周知等を行うこと

で、社会と連携したより効果的な学校教育の実現を目指す。

（３）社会教育を推進するための指導者の資質向上等事業 68百万円( 55 百万円)

社会教育法に基づき、今後社会教育を行う者に社会教育主事として必要な知識・

技能等を身に付けさせる講習を行うとともに、社会教育を推進する指導者を対象に

資質向上のための研修を行うことで効率的・効果的に社会教育指導者の質の向上を

図り、地域住民の社会教育の水準向上、自らの課題を自ら解決する地域社会の形成

に寄与する。
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1.
新
しい
教
育
課
題
に
対
応
した
教
員
研
修
の
充
実
と大
学
に
お
け
る
教
員
養
成
の
改
革

２
．
現
職
教
員
の
新
た
な
免
許
状
取
得
や
更
新
等

２
．
現
職
教
員
の
新
た
な
免
許
状
取
得
や
更
新
等

３
．
（
独
）
教
職
員
支
援
機
構
に
お
け
る
研
修
の
実
施
及
び
調
査
研
究
の
推
進

３
．
（
独
）
教
職
員
支
援
機
構
に
お
け
る
研
修
の
実
施
及
び
調
査
研
究
の
推
進

○
教
職
未
経
験
の
者
に
対
す
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
や
情
報
提
供
等
を
行
い
、
就
職
氷
河
期
世
代
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
人
材
が
円
滑
に
学
校
教
育

に
参
画
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
外
部
人
材
の
活
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
・
周
知
等
を
行
う
こ
と
で
、
社
会
と
連
携
し
た
よ
り
効
果
的
な
学
校

教
育
の
実
現
を
目
指
す
。

○
教
職
未
経
験
の
者
に
対
す
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
や
情
報
提
供
等
を
行
い
、
就
職
氷
河
期
世
代
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
人
材
が
円
滑
に
学
校
教
育

に
参
画
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
外
部
人
材
の
活
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
・
周
知
等
を
行
う
こ
と
で
、
社
会
と
連
携
し
た
よ
り
効
果
的
な
学
校

教
育
の
実
現
を
目
指
す
。

①
先
導
的
な
教
職
科
目
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究

②
教
職
課
程
の
質
の
保
証
・
向
上
を
図
る
仕
組
み
の
構
築

③
教
科
教
育
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
研
究

④
教
職
課
程
の
自
己
評
価
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定

①
教
職
の
魅
力
向
上
に
関
す
る
取
組

②
効
果
的
な
入
職
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究

③
教
員
採
用
試
験
に
お
け
る
共
通
問
題
の
作
成

に
関
す
る
検
討

①
校
長
及
び
教
員
と
し
て
の
資
質
の
向
上
に
関
す
る
指
標
と
研
修
の
効

果
的
な
連
動
に
関
す
る
研
究

②
研
修
の
単
位
化
・
専
修
免
許
状
取
得
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

③
働
き
方
改
革
推
進
の
た
め
の
研
修
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究

④
民
間
教
育
事
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
教
員
の
資
質
能
力
向
上

2.
学
校
教
育
に
お
け
る
外
部
人
材
の
活
用
促
進
事
業

令
和
２
年
度
要
求
・要
望
額
６５
百
万
円
【新
規
】

3.
社
会
教
育
を
推
進
す
る
た
め
の
指
導
者
の
資
質
向
上
等
事
業
令
和
２
年
度
要
求
・要
望
額
６８
百
万
円
（
前
年
度
予
算
額
55
百
万
円
）

○
社
会
教
育
法
に
基
づ
き
、
今
後
社
会
教
育
を
行
う
者
に
社
会
教
育
主
事
と
し
て
必
要
な
知
識
・
技
能
等
を
身
に
付
け
さ
せ
る
講
習
を
行
う
と
と
も
に
、
社
会
教
育
を
推

進
す
る
指
導
者
を
対
象
に
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
を
行
う
こ
と
で
効
率
的
・
効
果
的
に
社
会
教
育
指
導
者
の
質
の
向
上
を
図
り
、
地
域
住
民
の
社
会
教
育
の
水
準
向
上
、

自
ら
の
課
題
を
自
ら
解
決
す
る
地
域
社
会
の
形
成
に
寄
与
す
る
。

○
社
会
教
育
法
に
基
づ
き
、
今
後
社
会
教
育
を
行
う
者
に
社
会
教
育
主
事
と
し
て
必
要
な
知
識
・
技
能
等
を
身
に
付
け
さ
せ
る
講
習
を
行
う
と
と
も
に
、
社
会
教
育
を
推

進
す
る
指
導
者
を
対
象
に
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
を
行
う
こ
と
で
効
率
的
・
効
果
的
に
社
会
教
育
指
導
者
の
質
の
向
上
を
図
り
、
地
域
住
民
の
社
会
教
育
の
水
準
向
上
、

自
ら
の
課
題
を
自
ら
解
決
す
る
地
域
社
会
の
形
成
に
寄
与
す
る
。

○
教
員
が
教
職
生
涯
に
わ
た
っ
て
そ
の
資
質
能
力
を
向
上
さ
せ
て
い
く
効
果
的
な
仕
組
み
の
構
築
に
資
す
る
た
め
、
大
学
、
教
育
委
員
会
、
民
間
教
育
事
業
者
等
に
対
す
る

委
託
研
究
を
行
う
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
教
員
の
養
成
・
採
用
・
研
修
を
通
じ
た
改
革
を
推
進
す
る
。

○
教
職
員
に
対
す
る
総
合
的
支
援
を
行
う
全
国
的
な
中
核
拠
点
と
し
て
、
以
下
の
事
業
を
実
施

・
学
校
経
営
力
の
育
成
を
目
的
と
す
る
研
修
、
研
修
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
す
る
指
導
者
の
養
成
等
を
目
的
と
す
る
研
修

・
「
校
務
の
効
率
化
」
を
企
図
し
た
学
校
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

等

①
現
職
教
員
の
新
た
な
免
許
状
取
得
を
促
進
す
る
講
習
等
開
発
事
業
（
※
免
許
外
教
科
担
任
の
縮
小
に
必
要
な
免
許
法
認
定
講
習
の
開
発
・実
施
な
ど
）

②
大
学
に
お
け
る
教
員
の
現
職
教
育
へ
の
支
援
（
※
へ
き
地
等
で
の
免
許
状
更
新
講
習
開
設
へ
の
補
助
な
ど
）

等

令
和
２
年
度
要
求
・要
望
額
１，
６７
２百
万
円
(前
年
度
予
算
額
１，
４２
４百
万
円
)

研
修
改
革
の
推
進

養
成
改
革
の
推
進

採
用
改
革
の
推
進

・
平
成

27
年

5月
教
育
再
生
実
行
会
議
第

7次
提
言
「
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
と
、
そ
れ
を
培
う
教
育
、
教
師
の
在
り
方
に
つ
い
て
」

・
平
成

27
年

12
月

中
央
教
育
審
議
会
答
申
「
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
を
担
う
教
員
の
資
質
能
力
の
向
上
に
つ
い
て
」

・
平
成

28
年

11
月

第
19

2回
国
会
で
「
教
育
公
務
員
特
例
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
成
立

・
平
成

31
年

4月
中
央
教
育
審
議
会
諮
問
「
新
し
い
時
代
の
初
等
中
等
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」

背
景

１
．
教
員
の
養
成
・採
用
・
研
修
の
一
体
的
改
革
推
進
事
業

１
．
教
員
の
養
成
・採
用
・
研
修
の
一
体
的
改
革
推
進
事
業
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３．グローバル社会における児童生徒の
教育機会の確保・充実

１．要 旨

グローバル人材育成については、第三期教育振興基本計画等を踏まえ他国を尊重し、

国際社会の平和と発展に寄与する態度や、豊かな語学力・コミュニケーション能力、主

体性・積極性、異文化理解の精神等を身に付け、様々な分野で活躍できる人材の育成が

重要である。また、急速な社会のグローバル化の進展に伴い、企業等の海外進出により

帯同する子供の教育環境の整備・充実も不可欠である。

このため、高校生の短期留学プログラムへの参加に対する支援やアジア諸国で日本語

を学ぶ優秀な高校生の招聘等を通じて初等中等教育段階からのグローバル人材の育成を

図るとともに、在外教育施設の教育機能を強化する。

２．内 容

（１）在外教育施設教員派遣事業等及び海外子女教育の推進

18,363百万円( 17,630 百万円)

在外教育施設で学ぶ児童生徒が増加する中、国内と同様の教育を行うために派遣

教師数を拡充するとともに、高度グローバル人材育成拠点としての日本人学校等の

教育機能を強化する。また、新学習指導要領の実施に向けた日本人学校における図

書の充実を図る。

在外教育施設派遣教師 1,299人 → 1,336人

２ アジア高校生架け橋プロジェクト 553百万円( 417百万円 )（ ）

アジア諸国で日本語を学ぶ優秀な高校生を日本全国の高校に招聘し、日本の高校

生とともに学び合い、国際交流を深める （５年間で計1,000人）。

対象 200人×10カ月

（３）社会総がかりで行う高校生国際交流促進事業 386百万円( 128百万円 )

自治体や学校、民間団体等による短期留学プログラムへの参加に係る留学経費を

支援する。

対象 3,000人×10万円
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在
外
教
育
施
設
の
戦
略
的
な
教
育
機
能
の
強
化

・平
成
27
年
8月
、総
務
省
行
政
評
価
に
お
い
て
、グ
ロー
バ
ル
人
材
育
成
強
化
に
係
る
目
標
等
の
策
定
、

派
遣
教
師
確
保
方
針
の
策
定
、都
道
府
県
等
へ
の
派
遣
要
請
徹
底
等
に
つ
い
て
勧
告
され
た

・平
成
28
年
5月
、在
外
教
育
施
設
に
お
け
る
多
様
な
課
題
対
応
を目
的
とし
て
、「
在
外
教
育
施
設
の
グ

ロー
バ
ル
人
材
育
成
強
化
戦
略
」を
とり
まと
め
た

・平
成
30
年
7月
、働
き
方
改
革
推
進
法
が
公
布
され
、学
校
に
お
い
て
も
対
応
が
求
め
られ
て
お
り、
献
身

的
、且
つ
志
あ
る
教
師
の
過
労
死
等
を
防
ぐた
め
に
は
、中
教
審
答
申
に
お
い
て
も
、文
部
科
学
省
が
前
面

に
立
つ
こと
とさ
れ
て
い
る

・骨
太
の
方
針
/成
長
戦
略
20
19
に
お
い
て
､在
外
教
育
施
設
に
お
け
る
教
育
機
能
の
強
化
に
つ
い
て
提
言

・日
本
人
学
校
に
お
け
る
派
遣
教
師
の
充
足
率
は
低
下
して
い
る
。他
方
、免
許
外
指
導
、特
別
支
援
教

育
、日
本
語
指
導
な
ど教
育
課
題
は
増
加
して
い
る

背
景

１
.日
本
人
学
校
等
の
教
育
水
準
の
向
上

（
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
等
）

２
.日
本
人
学
校
等
の
地
理
的
環
境
や
機
能

を生
か
した
高
度
な
グ
ロー
バ
ル
人
材
の
育
成

３
.特
別
な
支
援
を要
す
る
児
童
生
徒
へ
の

対
応
等

目
標

１
．
日
本
人
学
校
等
の
教
育
水
準
の
向
上

２
．
高
度
な
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

①
派
遣
教
師
数
の
拡
充

各
都
道
府
県
か
ら推
薦
され
た
教
師
を日
本
人
学
校
・補
習
授
業
校
へ
派
遣

◆
在
外
教
育
施
設
教
員
派
遣
事
業
等

派
遣
教
師
に
対
し、
赴
任
・帰
国
旅
費
及
び
在
勤
手
当
等
、都
道
府
県
等
に
対
し、
教
師
派
遣

に
係
る
経
費
（
国
内
給
与
相
当
分
）
を交
付

・
派
遣
教
師
数
1
,2
9
9
人
→
1
,3
3
6
人
（
3
７
人
増
）

②
派
遣
教
師
の
質
の
確
保

在
外
教
育
施
設
派
遣
教
員
選
考
・研
修
、日
本
人
学
校
等
校
長
研
究
協
議
会
の
実
施
等

③
助
成

・在
留
邦
人
児
童
生
徒
へ
の
教
材
整
備
費
（
図
書
の
充
実
）
/教
科
書
購
入
/高
等
学
校
等

就
学
支
援
、通
信
教
育
事
業
費
に
対
す
る
事
業
補
助

④
安
全
管
理
体
制
構
築
、教
育
支
援

安
全
対
策
／
補
習
授
業
校
巡
回
指
導

在
外
教
育
施
設
が
有
す
る
人
材
や
地
理
的
環
境
を活
か
し、

高
度
な
グ
ロー
バ
ル
人
材
育
成
等
先
進
的
取
組
を促
進

◆
在
外
教
育
施
設
の
高
度
グ
ロー
バ
ル
人
材
育
成
拠
点
事
業

＜
プロ
グ
ラム
の
テ
ー
マ（
例
）
＞

・「
グ
ロー
バ
ル
クラ
ス
」の
カリ
キ
ュラ
ム
を開
発

・日
本
人
学
校
の
国
際
結
婚
家
庭
の
児
童
や
補
習
校
に
通
う児

童
の
た
め
の
日
本
語
指
導
プロ
グ
ラム
を開
発

・日
系
人
等
に
対
して
日
本
型
教
育
や
日
本
文
化
を発
信

・Ｉ
Ｃ
Ｔ
を活
用
した
遠
隔
で
の
教
員
研
修
プロ
グ
ラム
を開
発

①
特
別
支
援
教
育
／
ス
クー
ル
カウ
ンセ
ラー
巡
回
指
導
を実
施

②
派
遣
教
師
数
の
拡
充
[再
掲
]

◆
在
外
教
育
施
設
教
員
派
遣
事
業
等

③
特
別
支
援
教
育
相
談
体
制
を構
築

◆
在
外
教
育
施
設
の
高
度
グ
ロー
バ
ル
人
材
育
成
拠
点
事
業
［
再
掲
］

特
別
支
援
教
育
遠
隔
指
導
プロ
グ
ラム

令
和
2年
度
要
求
・要
望
額
18
,3
63
百
万
円

(前
年
度
予
算
額

17
,6
30
百
万
円
)

３
．
特
別
な
支
援
を
要
す
る
児
童
生
徒
へ
の
対
応
等

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充
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ア
ジ
ア
高
校
生
架
け
橋
プ
ロ
ジ
ェク
ト

令
和
2年
度
要
求
・要
望
額
55
3百
万
円

(前
年
度
予
算
額

41
7百
万
円
)

ア
ジ
ア
諸
国
で
日
本
語
を
学
ぶ
優
秀
な
高
校
生
を
日
本
全
国
の
高
校
に
招
聘
。

日
本
の
高
校
生
と
共
に
学
び
合
い
、
国
際
交
流
を
深
め
る
。
＜
今
後
５
年
間
で
1
0
0
0
人
規
模
の
交
流
を
実
現
＞

ア
ジ
ア
諸
国
で
日
本
語
を
学
ぶ
優
秀
な
高
校
生
を
日
本
全
国
の
高
校
に
招
聘
。

日
本
の
高
校
生
と
共
に
学
び
合
い
、
国
際
交
流
を
深
め
る
。
＜
今
後
５
年
間
で
1
0
0
0
人
規
模
の
交
流
を
実
現
＞

○
多
く
の
日
本
の
高
校
生
が
、
海
外
に
行
か
ず
し
て

国
際
交
流
を
経
験

→
1
ク
ラ
ス
4
0
人
×
1
0
0
0
人

＝
4
0
,0
0
0
人
が
国
際
交
流
！

○
海
外
の
若
者
が
日
本
の
生
き
た
「教
育
」
、
「文
化
」

等
を
体
験

ア
ジ
ア
諸
国

■
第
２
３
回
国
際
交
流
会
議
「ア
ジ
ア
の
未
来
」
総
理
大
臣
ス
ピ
ー
チ
（
2
0
1
7
.6
.5
）
＜
抜
粋
＞

「
日
本
語
を
学
ぶ
ア
ジ
ア
の
高
校
生
た
ち
に
、
１
０
か
月
、
日
本
で
暮
ら
せ
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

規
模
は
今
後
５
年
で
１
０
０
０
人
。
」

＜
ポ
イ
ン
ト
＞

☑
ア
ジ
ア
の
高
校
生
を
日
本
全
国
の
高
校
に
招
聘

☑
2
0
2
0年
度
は
20
0名
を
10
カ
月
招
聘

（
2
0
1
8
年
度
：
1
0
0
名
×
6
カ
月
、
2
0
1
9
年
度
：
2
0
0
名
×
8
カ
月
招
聘
）

☑
日
本
各
地
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
寮
生
活
を
し
な
が
ら

日
本
の
高
校
で
勉
強

☑
休
日
に
は
文
化
体
験
、
地
域
交
流
、
国
内
企
業
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等

＜
ポ
イ
ン
ト
＞

☑
ア
ジ
ア
の
高
校
生
を
日
本
全
国
の
高
校
に
招
聘

☑
2
0
2
0年
度
は
20
0名
を
10
カ
月
招
聘

（
2
0
1
8
年
度
：
1
0
0
名
×
6
カ
月
、
2
0
1
9
年
度
：
2
0
0
名
×
8
カ
月
招
聘
）

☑
日
本
各
地
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
寮
生
活
を
し
な
が
ら

日
本
の
高
校
で
勉
強

☑
休
日
に
は
文
化
体
験
、
地
域
交
流
、
国
内
企
業
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等

○
日
本
の
高
校
生
の
留
学
意
欲
や
国
際
的
素
養
の

向
上

○
日
本
と
ア
ジ
ア
の
高
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

○
互
い
の
国
に
精
通
し
た
リ
ー
ダ
ー
、
架
け
橋
と
な
る

人
材
の
育
成

期
待
さ
れ
る
効
果
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社
会
総
が
か
りで
行
う高
校
生
国
際
交
流
促
進
事
業

令
和
2年
度
要
求
・要
望
額

38
6百
万
円

(前
年
度
予
算
額

12
8百
万
円
)

国
費
高
校
生
留
学
促
進
事
業

国
費
高
校
生
留
学
促
進
事
業

○
自
治
体
、
学
校
、
民
間
団
体
等
に
よ
る
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
※
１
）
へ
の
参
加
に
係
る
留
学
経
費
を
支
援
し
、
保
護
者
負
担
を
軽
減
。

（
※
１
）
語
学
留
学
に
加
え
て
、
現
地
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
対
象
。

●
支
援
金
額

短
期
（
原
則
1
0
日
以
上
１
か
月
未
満
）
１
人
1
0
万
円
×
3
,0
0
0
人

（
参
考
）
「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
J
A
P
A
N
」
高
校
生
コ
ー
ス
：
1
4日
以
上
１
年
以
内

3
0
3
百
万
円
（
前
年
度
：
8
7
百
万
円
）

※
補
助
対
象
：
都
道
府
県

①
国
際
交
流
・
留
学
環
境
整
備
事
業

○
高
校
生
留
学
を
推
進
す
る
た
め
の
啓
発
活
動
や
研
修
な
ど
を
各
都
道
府
県
で
開
催
し
、

留
学
機
運
の
醸
成
を
図
る
。

●
支
援
金
額
：
5
0
0
万
円
×
7
自
治
体

●
自
治
体
事
情
に
応
じ
、
表
中
の
取
り
組
み
を
複
数
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
効
果
的
に

施
策
を
推
進
。

【
メ
ニ
ュ
ー
組
み
合
わ
せ
例
】

※
補
助
対
象
：
都
道
府
県

3
8
百
万
円
（
前
年
度
：
1
0
百
万
円
）

②
異
文
化
理
解
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業

○
日
本
語
を
学
ぶ
外
国
人
高
校
生
を
、
民
間
団
体
を
通
じ
て
日
本
の
高

等
学
校
に
短
期
招
致
。
受
入
先
高
校
で
の
国
際
交
流
を
通
し
、
高
校

生
の
国
際
的
視
野
の
涵
養
を
図
る
。

●
対
象
：
1
6
5
人
（
６
週
間
程
度
）

4
5
百
万
円
（
前
年
度
：
3
1
百
万
円
）

※
補
助
対
象
：
民
間
団
体

行
政
事
業
レ
ビ
ュ
ー
公
開
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
施
策
拡
充
の
議
論
を
踏
ま
え
、
国
費
留
学
の
単
価
・
人
数
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
自
治
体
に
お
け
る

国
際
交
流
・
留
学
環
境
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
国
・
自
治
体
・
民
間
が
一
体
と
な
り
世
界
で
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を
目
指
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
基
盤
形
成
事
業

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
基
盤
形
成
事
業

8
3
百
万
円
（
前
年
度
：
4
1
百
万
円
）

※
「
留
学
フ
ェ
ア
等
の
開
催
」か
ら
改
組

啓
発
活
動

（
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配

布
等
）

留
学
支
援
員
の

配
置

教
員
向
け
研
修

そ
の
他

（
生
徒
の
事
前
・
事
後
研

修
、
学
校
に
お
け
る
体
制

整
備
等
）

Ａ
県

○
○

○

Ｂ
県

○
○

○
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４．生涯にわたる学びの推進

１．要 旨

人生100年時代や技術革新の進展等を見据え、我が国のリカレント教育の抜本的な

拡充を推進するため、社会人のニーズに対応したリカレント教育の基盤整備や産学連携

による実践的なプログラムの拡充等により、就職氷河期世代を含めた誰もがいくつに

なっても新たなチャレンジができる社会を構築する。

また、就職やキャリアアップにおいて不利な立場にある高校中退者等に対する各地域

の学び直しのための体制構築を推進し、社会的自立に向けた支援環境を整備する。

更に、実践的な職業教育機関である専修学校の人材養成機能を強化・充実するため、

産学が連携し実践的な職業教育を支える実習授業等において先端技術の活用方策に

ついて実証研究等を行う。

２．内 容

○リカレント教育の推進

（１）出口一体型地方創生人材養成システム構築事業 2,520百万円( 新 規 )

地域の知の拠点としての大学が、様々な年齢層の多様なニーズを持った社会人学生

への対応や地方の労働力不足の解消等を目的として、企業や地域のニーズを踏まえた

出口一体型の実践的な人材養成プログラムを開発・実施することにより、人材養成機

。関としての機能を強化するとともに、地方創生を推進する

（２）女性の多様なチャレンジに寄り添う学びと社会参画支援事業【再掲】

67百万円( 新 規 )

多様な年代の女性の社会参画を推進するため、関係機関との連携の下、キャリア

アップやキャリアチェンジ等に向けた意識醸成や相談体制の充実を含め、学習プログ

ラムの開発等、女性の多様なチャレンジを総合的に支援するモデルの開発や、普及啓発

を行う。

（３）専修学校リカレント教育総合推進プロジェクト【再掲】 450百万円( 315百万円)

｢人生100年時代」にふさわしい多様なリカレント教育機会の充実を図るため、分野

横断型リカレント教育プログラムの開発、eラーニングを活用した講座の開設手法の

実証等に加えて、新たに就職氷河期世代を含めた、産学官連携によるリスタートプロ

グラムの開発・実証等の取組によって、専修学校におけるリカレント教育をを総合的

に推進する。
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○高校中退者等への支援

（１）学びを通じたステップアップ支援促進事業等 82百万円( 23百万円)

就職やキャリアアップにおいて不利な立場にある高校中退者等を対象に、高等学校

卒業程度の学力を身に付けさせるための学習相談及び学習支援を実施する地方公共

団体の取組を支援するとともに、新たな支援体制のモデル開発を実施。

○専修学校の人材養成機能の充実・強化

（１）専修学校における先端技術利活用実証研究 535百万円( 新 規 )

専修学校教育における職業人材の養成機能を強化・充実するため、産学が連携し

実践的な職業教育を支える実習授業等においてVR・AR等の先端技術の活用方策につい

て実証・研究を行う。

（２）専修学校リカレント教育総合推進プロジェクト 450百万円( 315百万円)

｢人生100年時代」にふさわしい多様なリカレント教育機会の充実を図るため、分野

横断型リカレント教育プログラムの開発、eラーニングを活用した講座の開設手法の

実証等に加えて、新たに就職氷河期世代を含めた、産学官連携によるリスタートプロ

グラムの開発・実証等の取組によって、専修学校におけるリカレント教育をを総合的

に推進する。

14



出
口
一
体
型
地
方
創
生
人
材
養
成
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

令
和
2年
度
要
求
・要
望
額

2,
52
0百
万
円

(新
規
)

地
方
創
生
に
向
け
て
は
、
地
域
の
知
の
拠
点
と
し
て
の
高
等
教
育
機
関
が
中
心
と
な
り
、
企
業
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
実
践
的
な
人
材
育
成
を
通
じ
た
人
材
育
成
機
関
と
し
て
の
機
能
強
化

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
に
お
け
る
人
材
の
高
度
化
、
企
業
の
課
題
解
決
や
新
事
業
展
開
等
並
び
に
地
方
に
お
け
る
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ク
ラ
ス
の
人
材
や
後
継
者
不
足
へ
の
対
応
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
。

人
生
1
0
0
年
時
代
に
お
い
て
は
、
高
等
教
育
機
関
に
は
多
様
な
年
齢
層
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
持
っ
た
学
生
を
教
育
で
き
る
体
制
が
必
要
と
な
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
就
職
氷
河
期
世
代
も
含
め
た
様
々

な
社
会
人
に
対
し
て
も
受
け
や
す
く
即
効
性
の
あ
る
出
口
一
体
型
人
材
養
成
の
確
立
が
求
め
ら
れ
る
。

大
学
等
を
活
用
し
た
出
口
一
体
型
人
材
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
地
域
の
大
学
、
自
治
体
、
産
業
界
等
が
連
携
し
た
体
制
に
お
い
て
検
討
・
構
築
さ
れ
た
出
口
一
体
型
人
材
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
す
る
。
具
体
的
に
は
、
②
社
会
人
を
含
め
た
幅
広
い
年
齢
層

を
対
象
に
、
③
大
学
に
お
け
る
学
修
と
、
現
場
（
地
方
）
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
経
て
、
④
地
方
の
企
業
へ
の
就
職
、
事
業
承
継
、
社
会
的
起
業
を
含
む
起
業
や
パ
ラ
レ
ル
キ
ャ

リ
ア
等
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
の
労
働
力
不
足
解
消
等
に
つ
な
げ
る
。

住
民
参
画
に
よ
る
地
域
運
営
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
人
材
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
地
域
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
住
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
公
務
員
等
を
主
対
象
に
学
生
も
交
え
、
②
地
域
の
大
学
、
自
治
体
、
産
業
界
等
が
連
携
し
た
体
制
に
お
い
て
検
討
・構
築
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進

す
る
。
③
具
体
的
に
は
、
大
学
に
お
け
る
学
修
（
社
会
教
育
士
養
成
科
目
や
各
大
学
が
開
発
し
た
地
域
系
科
目
等
の
活
用
を
想
定
）と
、
地
域
運
営
組
織
や
公
民
館
、
地
域
学
校
協
働
活
動
等
で
の

実
習
を
経
て
、
④
地
域
運
営
組
織
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
で
、
住
民
主
体
の
地
域
運
営
を
推
進
す
る
。

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
人
学
生
と
学
位
課
程
に
在
籍
す
る
学
生
が
、
P
BL
科
目
の
相
互
乗
り
入
れ
や
演
習
の
共
同
実
施
等
を
通
じ
て
共
に
学
び
合
え
る
環
境
を
構
築
す
る
。

事
業
概
要

出
口
一
体
型
人
材
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

＜
プ
ロ
グ
ラ
ム
イ
メ
ー
ジ
＞

•
専
門
職
養
成
・
高
度
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
知
的
財
産
、
法
務
、
Ｉｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ人
材
等
）

•
産
業
人
材
養
成
・
高
度
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
農
業
、
林
業
、
漁
業
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
業
等
）

•
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
組
織
・
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
財
務

戦
略
、
業
務
改
善
、
M
O
T
等
）

•
起
業
者
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

•
事
業
承
継
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

•
地
域
運
営
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

※
こ
の
他
、
地
域
事
情
に
特
化
し
た
学
修
を
行
う
。

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
座
学
の
み
で
は
な
く
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
実

習
を
含
め
る
。

※
実
習
は
企
業
や
自
治
体
等
の
多
様
な
属
性
の
人

材
を
交
え
て
実
施
す
る
。

地
方
圏

都
市
圏

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
希
望

キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
希
望

U
IJ
タ
ー
ン
希
望

※
座
学
は
都
市
圏
の
大
学
と
の

連
携
や

W
eb
配
信
等
を
活
用

企
業地
方
自
治
体

経
済
団
体

金
融
機
関

大
学
、
企
業
、
地
方
自
治
体
等
の
多

様
な
人
・
組
織
・
セ
ク
タ
ー
を
つ
な
ぎ
、

ま
た
受
講
者
と
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ

等
を
支
援

連
携
体
制
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
等
）

受
講
者
と
企
業
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

受
講
（
既
存
の
学
生
）

学
位
課
程
教
育
へ
の
還
元

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

企
業
人
材
の
高
度
化

経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

20
19
（
令
和
元
年
６
月
２
１
日
閣
議
決
定
）
抜
粋

特
定
の
職
業
分
野
へ
の
就
職
な
ど
幅
広
い
社
会
人
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
産
学
官
連
携
に
よ
る
実
践
的
な
出
口
一
体
型
の

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
推
進
し
、
地
方
の
労
働
力
不
足
解
消
や
都
市
か
ら
地
方
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
に
つ
な
げ
る
。

•
能
力
の
高
い
人
材
の
地
元
就
職
・
地
元
産
業
の
振
興
（
起
業
、
社
会
的
起
業
、
事
業
承
継
等
）

•
新
事
業
展
開
に
即
し
た
企
業
人
材
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
関
係
人
口
の
拡
大
（
パ
ラ
レ
ル
キ
ャ
リ
ア
等
）

•
地
域
課
題
解
決
に
資
す
る
人
材
の
養
成
、

NP
Oへ
の
参
画
等

出 口

地
方
圏

受
講

地
元

NP
O
等

大
学
等

受
講

背
景
・課
題

•
東
京
一
極
集
中
の
是
正
、
地
域
経
済
の
活
性
化

•
将
来
的
な
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
教
育
組
織
の
改
革
に
伴
う
大
学
の
人
材
養
成
機
関
と
し
て
の
機
能
強
化

成 果
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学
び
を
通
じ
た
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援
促
進
事
業

令
和
２
年
度
要
求
・
要
望
額

８
２
百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

２
３
百
万
円
）

①
支
援
体
制
の
構
築
【補
助
事
業
】

各
自
治
体
に
お
け
る
高
校
中
退
者
等
支
援
体
制
の
構
築
を
支
援

●
開
発
され
た
モ
デ
ル
を
基
に
、地
域
住
民
・企
業
・民
間
団
体
等
との
連
携
体
制

構
築
な
ど、
各
地
域
の
抱
え
る
課
題
や
資
源
な
どに
応
じた
支
援
体
制
の
基
盤
構

築
を
支
援
す
る
とと
も
に
、全
国
的
な
取
組
の
推
進
・強
化
を
図
る
。

モ
デ
ル
例
：
教
育
、労
働
、福
祉
等
部
局
を
超
え
た
連
携
体
制
の
下
、N
PO
等

に
よ
る
学
習
支
援
を
実
施
す
る
とと
も
に
、小
中
学
生
等
に
対
す
る
ア
ウト
リー
チ
型

の
相
談
活
動
等
と連
携
し、
中
学
校
卒
業
後
の
継
続
的
な
支
援
を
実
施
。

②
新
た
な
支
援
体
制
の
モ
デ
ル
開
発
【委
託
事
業
】

訪
問
型
支
援
（
ア
ウ
トリ
ー
チ
）
手
法
の
活
用
、就
労
支
援
機
関
等
との

連
携
な
どに
よ
り、
効
果
的
な
高
校
中
退
者
等
支
援
モ
デ
ル
の
開
発
(５
箇

所
）

●
高
校
中
退
者
等
を
捕
捉
す
る
た
め
の
効
果
的
な
方
策
、高
校
中
退
か
ら就
労

に
至
る
ま
で
の
間
に
必
要
な
支
援
を
円
滑
に
受
け
る
た
め
の
支
援
体
制
の
構
築
な

ど、
高
校
中
退
者
等
の
捕
捉
か
ら進
学
・就
労
ま
で
の
切
れ
目
な
い
支
援
体
制
の

構
築
を
、地
域
資
源
を
活
用
した
モ
デ
ル
開
発
を実
施
。

国
1
/
3

都
道
府
県
1
/
3

【
補
助
率
】

現
状

20
～
39
歳
の
うち
最
終
学
歴
が
中
卒
の
者
は

約
14
3万
人
（
平
成
22
年
国
勢
調
査
よ
り）
。学
校
卒

業
者
の
約
５
%
に
相
当
す
る
。

高
校
卒
業
資
格
が
な
い
こと
に
よ
り、
求
人
や
進

学
機
会
が
限
られ
、将
来
の
キ
ャリ
ア
形
成
に
も
影

響
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り、
高
卒
資
格
が
必
要

で
あ
る
と認
識
して
い
る
者
が
多
い
。

課
題

高
校
を
中
退
した
者
や
未
進
学
者
に
対
して
は
、都
道
府
県

も
市
町
村
も
、十
分
な
対
象
者
の
捕
捉
が
行
わ
れ
て
お
らず
、支

援
体
制
も
組
め
て
い
な
い
。

ま
た
、多
くの
地
方
自
治
体
（
都
道
府
県
・指
定
都
市
）
は
、課
題
を

認
識
しつ
つ
も
、ノ
ウ
ハ
ウ
や
予
算
確
保
が
困
難
な
どに
よ
り、
対

応
が
で
き
て
い
な
い
。

現
状
・
課
題

高
校
中
退
者
等
を
対
象
に
、
地
域
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
の
学
習
相
談
及
び
学
習
支
援
を
実
施
す
る
地
方
公

共
団
体
の
取
組
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
支
援
体
制
の
モ
デ
ル
開
発
を
実
施
。

事
業
概
要

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・

職
業
訓
練
機
関
・
サ
ポ
ス
テ

若
者
の
社
会
的
自
立

何
を
し
た
ら
い
い
か

わ
か
ら
な
い

高
校
を
辞
め
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
後
悔

中
退
防
止
や
中
退
者
の
就
労
支
援

に
つ
い
て
は
、
従
前
よ
り
、
高
校
の

進
路
指
導
や
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
を
中
心
と
し
た
支

援
が
行
わ
れ
て
い
る
。

高
校
生

進
路
指
導

（
中
退
防
止
）
高
校
教
員

高
校

支
援

学
習
相
談
員

学
習
支
援
員

仕
事
に
就
き
た
い

そ
の
他
地
域
に
お
い
て
活
用
可
能
な
資
源

（
例
）
教
員
養
成
系
大
学
、
中
学
校
、

家
庭
教
育
支
援
員
等

（
任
意
）

高
校
中
退
者
・
若
年
無
業
者
等

職
業
資
格
取
得
・

就
職

大
学
進
学

高 卒 認 定

試 験 合 格

地
域
資
源

と
の
連
携

学
習
相
談

学
び
に
応
じ
た
教
科
書
や
副
教
材

の
紹
介
な
ど
、
学
習
に
関
す
る
相

談
・
助
言
。

※
保
護
者
を
含
め
た
相
談
も
可
。

学
習
支
援

図
書
館
等
の
地
域
の
学
習
施
設
等

を
活
用
し
、
学
習
者
に
対
し
て
学
習

の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
学
習

者
の
自
習
を
支
援
。

SW
/S

C

進
路
相
談

市
町
村

1
/
3

○
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
2
01
9

（
令
和
元
年
6
月
2
1
日
閣
議
決
定
）

「
中
途
退
学
の
未
然
防
止
の
観
点
か
ら
の
体
制
整

備
を
図
る
と
と
も
に
、
中
退
者
に
対
す
る
切
れ
目
な

い
支
援
を
推
進
す
る
」

（
第
２
章
２
.人
づ
く
り
革
命
、
働
き
方
改
革
、
所
得

向
上
策
の
推
進
②
初
等
中
等
改
革
等
）

○
教
育
振
興
基
本
計
画

（
平
成
3
0
年
6月
1
5
日
閣
議
決
定
）

「
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
身
に
付
け
る
こ

と
を
志
す
高
校
中
退
者
等
に
対
す
る
学
習
相
談
・

学
習
支
援
を
促
進
す
る
。
」

「
高
校
中
退
者
等
の
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学

や
社
会
的
自
立
に
向
け
た
切
れ
目
な
い
支
援
体

制
を
構
築
す
る
。
」（
第
２
部
４
．
目
標
（1
5）
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
教
育
機
会
の
提
供
）

令
和
２
年
度
概
算
要
求
額
：
５
７
百
万
円
（
新
規
）

令
和
２
年
度
概
算
要
求
額
：
２
５
百
万
円
（
２
３
百
万
円
）
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専
修
学
校
に
お
け
る
先
端
技
術
利
活
用
実
証
研
究

世
界
に
先
駆
け
て
人
口
減
少
に
直
面
す
る
日
本
は
、
産
業
界
等
に
お
け
る
生
産
性
の
向
上
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
労
働
力
世
代
の
個
々
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
技
術
継

承
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
企
業
等
の
現
場
に
お
い
て
は
、
そ
の
高
い
情
報
伝
達
能
力
や
再
現
性
か
ら
、
既
に
研
修
等
に
お
い
て
先
端
技
術
（
V
R
・
A
R
等
）
を
導
入
し
、
こ

れ
ら
の
問
題
に
対
処
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
み
ら
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
V
R
を
活
用
し
た
学
習
が
8
0
0
学
区
以
上
の
技
術
専
門
学
校
や
医
療
専
門
学
校
、
大
学
な
ど
で
行
わ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
や
中
国
で
も
、
国
策
と
し
て
初
等
中

等
教
育
段
階
や
高
等
教
育
段
階
に
お
け
る
先
端
技
術
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
先
端
技
術
の
導
入
は
教
育
分
野
に
お
い
て
も
広
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
世
界
の
V
R
教
育
市
場
は
2
0
2
1
年
ま
で
に
2
0
1
8
年
の
9
倍
に
相
当
す
る
1
,9
0
0
億
円
規
模
に
ま
で
成
長
す
る
と
い
う
予
測
も
あ
り
、
今
後
、
先
端
技
術
自
体
の
発
展

と
と
も
に
教
育
分
野
で
の
活
用
も
進
ん
で
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

加
え
て
「
柴
山
学
び
の
革
新
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
も
、
新
時
代
の
学
び
を
支
え
る
先
端
技
術
の
フ
ル
活
用
に
向
け
た
基
本
的
な
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

背 景 事 業 内 容

専
修
学
校
教
育
に
お
け
る
職
業
人
材
の
養
成
機
能
を
強
化
・
充
実
す
る
た
め
、
産
学
が
連
携
し
実
践
的
な
職
業
教
育
を
支
え
る
実
習
授
業
等
に
お
け
る
先
端
技
術
（
V
R
・

A
R
等
）
の
活
用
方
策
に
つ
い
て
実
証
・
研
究
を
行
う
。
ま
た
、
分
野
横
断
型
連
絡
調
整
会
議
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
成
果
に
横
串
を
刺
し
、

事
業
の
成
果
を
体
系
的
に
ま
と
め
る
。

■
概
要

多
様
な
分
野
に
お
い
て
先
端
技
術
を
活
用
し
た
効
果
的
な
教
育
手
法
、
コ
ン
テ
ン
ツ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
作
成
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
専
修
学
校
に
お
け
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
職
業
人
材
の
養
成
機
能
を
強
化
・
充
実
し
て
い
く
と
と
も
に
、
V
R
等
の
技
術
革
新
や
社
会
実
装
が
触
発
さ
れ
る
。

令
和
２
年
度
要
求
・要
望
額
53
5百
万
円
【新
規
】

分
野
横
断
連
絡
調
整
会
議
（
１
箇
所
）

〇
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
管
理
及
び
連
絡
調
整

〇
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
成
果
を
体
系
的
に
ま
と
め
、

普
及
・
定
着
方
策
を
検
討

○
新
た
な
技
術
開
発
動
向
や
活
用
事
例
の
リ
サ
ー
チ

等

成 果

産
業
界

■
ス
キ
ー
ム

先
端
技
術
利
活
用
・
検
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
２
４
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

〇
専
修
学
校
を
中
心
と
し
て
、
産
業
界
、
行
政
を
含
め
た
協
議
体
を
各
分
野
で
構
成

〇
座
学
や
実
習
授
業
等
に
お
け
る
先
端
技
術
の
活
用
方
策
（
教
育
手
法
へ
の
落
と
し
込
み

に
係
る
方
策
）
に
つ
い
て
実
証
・
研
究

新
た
な
技
術
開
発
に
関
す
る
示
唆

動
向
リ
サ
ー
チ

企
業
等

行
政
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専
修
学
校
リカ
レ
ン
ト
教
育
総
合
推
進
プ
ロ
ジ
ェク
ト

背
景

現
状

事
業
概
要

以
下
の
メ
ニ
ュー
を
専
修
学
校
等
に
委
託
し
、教
育
内
容
面
、教
育
手
法
面
、学
校
運
営
面
とい
った
多
面
的
な
視
点
で
リカ
レ
ン
ト
教
育
実
践
モ
デ
ル
を
開
発
し
、総
合
的

に
普
及
を
図
る
こと
で
専
修
学
校
に
お
け
る
社
会
人
の
学
び
の
機
会
の
充
実
を
図
る

人
生
10
0年
時
代
に
お
い
て
は
、個
々
人
が
人
生
を
再
設
計
し、
一
人
一
人
の
ライ
フス

タイ
ル
に
応
じた
キ
ャリ
ア
選
択
を
行
い
、新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で
求
め
られ
る
能
力
・ス
キ
ル
を
身

に
つ
け
る
機
会
が
提
供
され
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
リカ
レ
ン
ト
教
育
・職
業
教
育
の
抜
本

的
拡
充
が
求
め
られ
て
い
る
。ま
た
、雇
用
環
境
が
厳
しい
時
期
に
就
職
活
動
を
行
った
、い

わ
ゆ
る
就
職
氷
河
期
世
代
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
も
政
府
を
挙
げ
て
取
り組
む
こと
に
な
っ

て
お
り、
受
け
や
す
く即
効
性
の
あ
る
リカ
レ
ン
ト教
育
が
確
立
され
る
こと
が
求
め
られ
て
い
る
。

私
立
専
修
学
校
に
お
け
る
社
会
人
受
講
者
数
の
推
移

•
分
野
横
断
型
リカ
レ
ント
教
育
プ
ログ
ラム

•
eラ
ー
ニン
グ
講
座
開
講
ガ
イド
ライ
ン

•
リカ
レ
ント
教
育
実
施
運
営
モ
デ
ル

•
出
口
一
体
型
の
リカ
レ
ント
教
育
プ
ログ
ラム

リカ
レ
ン
ト
教
育
実
践
モ
デ
ル
の
形
成

開
発
した
モ
デ
ル
を
全
国
の
専
修
学
校
が
活
用
し、
各
学

校
に
お
い
て
リカ
レ
ント
教
育
講
座
を
開
講

モ
デ
ル
を
活
用
した
リカ
レ
ン
ト教
育
の
拡
充

目
指
す

成
果

誰
も
が
一
人
一
人
の
キ
ャリ
ア
選
択
に
応
じて
必
要
とな
る

学
び
を
受
け
られ
る
機
会
の
充
実
を
図
る
。

社
会

人
受

講
者

数
(
附
帯
講
座
含
む
)

H
27

H
28

H
29

14
6,
70
8

19
0,
18
1

20
1,
04
1（
人
）

分
野
横
断
型
リカ
レン
ト教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

専
修
学
校
と企
業
等
が
分
野
を
越
え
て
協
同
体
制
を
構
築

し、
人
手
不
足
や
生
産
性
向
上
に
資
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た

め
の
リカ
レ
ン
ト教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
(1
0か
所
)

専
修
学
校
に
お
い
て
は
、こ
れ
ま
で
同
一
分
野
内
に
お
け
る

リカ
レ
ン
ト教
育
を
主
に
提
供

一
方
で
人
生
10
0年
時
代
に
お
け
る
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ジ
の
人

生
で
の
活
躍
を見
据
え
、異
分
野
の
能
力
を
培
う視
点
が

重
要

分
野
融
合
型
の
リカ
レ
ン
ト教
育
に
よ
り、
異
分
野
の
知

見
で
既
存
分
野
に
新
た
な
付
加
価
値
を
創
出
で
き
る
人

材
を
育
成

○
開
発
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
例

（
美
容
×
介
護
）

高
齢
化
時
代
に
対
応
した
美
容
師
の
学
び
プ
ロ
グ
ラ
ム

高
齢
化
社
会
の
進
行
に
よ
り、
自
宅
で
の
散
髪
を
求
め
る
「訪

問
美
容
」と
い
うニ
ー
ズ
が
出
て
きて
い
る
が
、自
宅
で
の
施
術
に
は

美
容
だ
け
で
な
く寝
た
き
りの
者
の
移
動
等
の
技
術
が
必
要
に
な
る

た
め
、美
容
師
に
対
して
介
護
知
識
技
術
を付
加
す
る
講
座
を
開

講
す
る
こと
で
、新
た
な
職
業
とな
る
「訪
問
美
容
師
」を
養
成

１
eラ
ー
ニ
ン
グ
を
活
用
した
講
座
開
設
手
法
の
実
証

各
分
野
毎
に
、e
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
活
用
した
講
座
の
開
設
に
当

た
って
の
留
意
点
等
を
整
理
す
る
とと
も
に
、効
果
的
な
コン
テ
ン

ツ
提
供
手
法
・内
容
を
実
証
しガ
イ
ドラ
イ
ン
を
作
成

(1
4か
所
→
11
か
所
)

社
会
に
出
た
後
も
大
学
・専
修
学
校
等
で
学
び
た
い
と思
っ

て
い
る
者
は
一
定
数
存
在

一
方
で
多
忙
な
社
会
人
が
学
ぶ
際
に
は
、学
ぶ
時
間
の
確

保
が
大
きな
課
題

eラ
ー
ニ
ン
グ
講
座
の
開
設
手
法
を
整
理
・普
及
す
る
こと
で
、

社
会
人
が
「い
つ
で
も
」「
どこ
で
も
」学
べ
る
環
境
を
実
現

○
整
理
が
必
要
な
事
項

・提
供
形
態
（
双
方
向
性
、同
期
性
を踏
まえ
て
どの
よう
な
講
座
とす

る
か
）

・科
目
構
成
（
eラ
ー
ニン
グ
と通
学
講
座
との
バ
ラン
ス
等
）

・学
習
履
歴
の
管
理
（
学
習
の
進
捗
をど
の
よう
に
管
理
す
る
か
）

・学
習
評
価
（
テ
ス
トの
実
施
方
法
、単
位
の
認
定
手
法
等
）

・学
習
者
の
属
性
分
析
手
法
等

２

令
和
２
年
度
要
求
・要
望
額

４
５
０
百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

３
１
５
百
万
円
）

既
存
の
専
修
学
校
の
運
営
モ
デ
ル
を
再
検
証
す
る
とと
も
に
、

リカ
レ
ン
ト教
育
の
提
供
に
か
か
る
コス
トや
ベ
ネ
フィ
ット
を
比

較
し、
持
続
可
能
な
リカ
レ
ン
ト教
育
運
営
モ
デ
ル
を
検
証

(1
か
所
)

専
修
学
校
に
は
小
規
模
校
が
多
く、
限
りあ
る
教
育
リソ
ー

ス
は
新
規
高
卒
者
を
中
心
とし
た
正
規
課
程
に
優
先
配
分

一
方
で
少
子
化
の
進
行
や
人
生
10
0年
時
代
の
到
来
に
よ

り、
教
育
機
関
とし
て
リカ
レ
ン
ト教
育
へ
取
り組
む
必
要

持
続
可
能
な
運
営
モ
デ
ル
を
整
理
し、
各
学
校
が
積
極
的

に
リカ
レ
ン
ト教
育
に
取
り組
む
こと
を
促
進

○
検
証
の
流
れ

①
計
画
：
適
切
な
リカ
レン
ト機
会
提
供
規
模
を検
討
（
地
域
・

規
模
別
）

②
分
析
：
既
存
業
務
の
棚
卸
し・
改
善
案
の
検
討
（
リソ
ー
ス
の

確
保
）

③
設
計
：
リカ
レン
ト教
育
提
供
プロ
セ
ス
の
整
理
・設
計

④
実
施
：
「設
計
」を
踏
まえ
て
、実
際
に
リカ
レン
ト教
育
を提
供

⑤
検
証
：
実
施
成
果
を検
証
、改
善
案
の
洗
い
出
し

リカ
レン
ト教
育
実
施
運
営
モ
デ
ル
の
検
証

３
専
修
学
校
と行
政
、企
業
が
連
携
し、
就
職
氷
河
期
世
代
の
非

正
規
雇
用
者
等
の
キ
ャリ
ア
ア
ップ
を
目
的
とし
た
学
び
直
し合
同

講
座
を
開
発
・実
証
(2
0か
所
)【
新
規
】

非
正
規
雇
用
で
働
く者
を
正
規
雇
用
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、企

業
の
ニー
ズ
に
応
じた
能
力
を
養
成
す
る
こと
が
必
要
だ
が
、個
人

の
能
力
と企
業
の
ニ
ー
ズ
に
ミス
マッ
チ
が
生
じて
い
る
状
況
で
は
、

正
規
雇
用
化
が
進
ま
な
い
。

専
修
学
校
は
職
業
に
お
い
て
必
要
とな
る
能
力
を
養
成
す
る
ノウ

ハ
ウを
有
して
お
り、
ミス
マ
ッチ
を
補
完
す
る
こと
が
可
能

専
修
学
校
の
既
存
の
教
育
課
程
を
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

た
、受
け
や
す
く即
効
性
の
あ
る
短
期
リカ
レ
ン
トプ
ロ
グ
ラ
ム
に

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
して
提
供

○
合
同
講
座
の
実
証
方
法

①
専
修
学
校
、行
政
、企
業
で
連
携
体
制
を
構
築

②
企
業
の
ニー
ズ
を踏
ま
え
て
養
成
す
べ
き
能
力
を
特
定

③
支
援
す
る
対
象
科
目
を
選
定

④
既
存
の
教
育
課
程
か
ら対
象
科
目
を
カス
タマ
イズ

⑤
行
政
の
協
力
の
下
、支
援
対
象
者
に
合
同
講
座
を
受
講

させ
、求
め
られ
る
能
力
を短
期
間
で
養
成

⑥
講
座
受
講
者
に
は
、受
講
修
了
証
を
付
与

産
学
連
携
に
よ
る
リス
タ
ー
トプ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・実
証

４

18



５．学校・家庭・地域の連携・協働と学びを通じ
た地域づくり

１．要 旨

学校を核とした地域力強化のための仕組みづくりなどを地域全体で応援するため、地

方の活性化につながる多様な取組を展開することにより、まち全体で地域の将来を担う

子供たちの育成、地方創生の実現を図る。

２．内 容

学校を核とした地域力強化プラン 9,116百万円( 6,395百万円)

学校を核とした地域力強化の仕組みづくりや地域の活性化に直結する施策等を地

域の特色に応じて組み合わせて推進する。

【主な取組】

①地域と学校の連携・協働体制構築事業

「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた基盤となる体制の構築を支援す

るために 「コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度 」と「地域学校協、 ）

」 、 。働活動 を一体的に推進し 社会全体の教育力の向上及び地域の活性化を図る

②地域における家庭教育支援基盤構築事業

家庭教育支援員等の養成、家庭教育支援チームの組織化及び学習機会の効果

的な提供等の取組に加え、児童虐待への対応等に関する支援員の研修および保

護者等向け講座等の充実、訪問型家庭教育支援の強化を図るための取組を推進

する。
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一
億
総
活
躍
社
会
、

地
方
創
生
を
実
現

【
地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
体
制
構
築
事
業
】

（
８
，
３
０
０
百
万
円
）

各
地
方
自
治
体
に
お
い
て
、
地
域
と
学
校
の
連
携
・

協
働
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）
」
と
「
地
域
学
校

協
働
活
動
」
を
一
体
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地

域
に
お
け
る
学
習
支
援
や
体
験
活
動
な
ど
の
取
組

を
支
援
す
る
。

学
校
を
核
と
し
て
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
全
体
で
地
域
の
将
来
を
担
う

子
供
た
ち
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
教
育
力
を
向
上
し
、
一
億
総
活
躍
社
会
と
地
方
創
生
の
実
現
を
図
る
。

学
校
を
核
と
し
て
、
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
の
好
循
環
を
創
出

少
子
化
・
高
齢
化
の
進
展

共
働
き
世
帯
、
一
人
親
世
帯

の
増
加

地
域
の
つ
な
が
り

の
希
薄
化

地
域
格
差
、
経
済
格
差
の
拡
大

子
供
た
ち
を

取
り
巻
く

地
域
力
の
低
下

学
校
を
核
と
し
た
地
域

と
の
つ
な
が
り
の
形
成

地
域
資
源
を
生
か
し
た

豊
か
な
学
び
の
実
現

子
供
た
ち
の
地
域
へ
の
愛
着
、

地
域
の
担
い
手
の
増
加

子
育
て
環
境
の
整
備
、

人
口
流
出
の
抑
制
、
地
域
の
活
性
化

学
校
を
核
と
し
た

地
域
力
強
化
の
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
の
推
進

様
々
な
施
策
の

展
開
に
よ
り
、

教
育
の
充
実
、

地
域
も
活
性
化

◇
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
と
地
方
創
生
の
推
進
に
は
、
学
校
と
地
域
が
連
携
・
協
働
し
、
学
校
を
核
と
し
て
地
域
社
会
を
活
性
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

学
校
を
核
と
し
た
地
域
力
強
化
・
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
育
成
を
通
じ
て
、
一
億
総
活
躍
社
会
、
地
方
創
生
を
実
現

地
域
力
強
化
プ
ラ
ン

・地
域
の
特
色
あ
る
活
動
を
柔
軟
に
支
援

・様
々
な
活
動
を
組
み
合
わ
せ
て
実
施

家
庭
教
育
の
困
難
さ

「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の

実
現
に
向
け
た

地
域
連
携
の
基
盤
づ
く
り

【
地
域
に
お
け
る
学
び
を
通
じ
た
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
支
援
促
進
事
業
】
（
５
７
百
万
円
）

就
職
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
お
い
て
不
利
な
立

場
に
あ
る
高
校
中
退
者
等
を
対
象
に
、
高
等

学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る

た
め
の
学
習
相
談
及
び
学
習
支
援
を
実
施
す

る
地
方
公
共
団
体
の
取
組
を
支
援
す
る
。

【
地
域
に
お
け
る
家
庭
教
育
支
援
基
盤
構
築
事
業

～
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
強
化
促
進
プ
ラ
ン
～
】 （
１
２
８
百
万
円
）

家
庭
教
育
支
援
員
等
の
養
成
、
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
の

組
織
化
及
び
学
習
機
会
の
効
果
的
な
提
供
等
の
様
々
な
取

組
に
加
え
、
児
童
虐
待
へ
の
対
応
等
に
関
す
る
支
援
員
の

研
修
お
よ
び
保
護
者
等
向
け
講
座
等
の
充
実
、
訪
問
型
家

庭
教
育
支
援
の
強
化
を
図
る
た
め
の
取
組
を
推
進
す
る
。

【
地
域
を
担
う
人
材
育
成
の
た
め
の
ｷ
ｬ
ﾘ
ｱ
ﾌ
ﾟﾗ
ﾝ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ推
進
事
業
】（
８
百
万
円
）

「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
」
を
都
道
府
県
等
に
配
置
し
、
地

元
企
業
等
と
連
携
し
た
職
場
体
験
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
及
び
地
元
へ
の
愛
着

を
深
め
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
等
を
通
じ
、
地
元
に
就
職
し
地
域
を
担
う
人
材

を
育
成
す
る
。

【
地
域
ぐ
る
み
の
学
校
安
全
体
制
整
備
推
進
事
業
】

（
４
２
０
百
万
円
）

「
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
（
防
犯
の
専
門
知
識
が

あ
る
者
）
」
「
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
（
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
」
の
活
用
等
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
供
の
安
全

を
見
守
る
体
制
を
整
備
し
、
地
域
社
会
と
連
携
し
た
学

校
安
全
に
関
す
る
取
組
を
通
じ
て
、
地
域
力
の
強
化
を

図
る
。

【
地
域
と
連
携
し
た
学
校
保
健
推
進
事
業
】
（
８
百
万
円
）

養
護
教
諭
の
未
配
置
校
等
に
対
し
、
経
験
豊
富
な
退
職
養
護
教
諭
を

ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
派
遣
し
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
関

係
機
関
等
の
連
携
に
よ
る
効
果
的
な
学
校
保
健
活
動
の
展
開
を
図
り
、

地
域
力
の
強
化
に
つ
な
げ
る
。

【
健
全
育
成
の
た
め
の
体
験
活
動
推
進
事
業
】
（
１
２
９
百
万
円
）

宿
泊
を
伴
う
様
々
な
体
験
活
動
を
通
じ
、
児
童
生
徒
の
豊
か
な
人
間

性
や
社
会
性
を
育
む
と
と
も
に
、
自
己
有
用
感
を
高
め
、
自
ら
の
役
割

を
意
識
さ
せ
る
な
ど
一
人
一
人
の
キ
ャ
リ
ア
発
達
を
促
す
。

ま
た
、
地
域
人
材
や
地
域
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
異
世
代
間

交
流
や
都
市
農
村
交
流
を
図
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

学
校
を
核
とし
た
地
域
力
強
化
プ
ラ
ン

令
和
２
年
度
要
求
・要
望
額

9,
11
6百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

6,
39
5百
万
円
）

学
校
を
取
り
巻
く
問
題

の
複
雑
化
・
困
難
化

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル

農
山
漁
村

体
験

農
山
漁
村

体
験

学
習
相
談

学
習
支
援

学
習
相
談

学
習
支
援

体
験
活
動

体
験
活
動

キ
ャ
リ
ア

教
育

キ
ャ
リ
ア

教
育

地
域
連
携

学
校
保
健

地
域
連
携

学
校
保
健

子
供
の

安
全

子
供
の

安
全

地
域
学
校

協
働
活
動

地
域
の
教
育
力

の
向
上

家
庭
教
育

支
援
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地
域
社
会
の
つ
な
が
りや
支
え
合
い
の
希
薄
化
等
に
よ
る
地
域
の
教
育
力
の
低
下
や
、学
校
が
抱
え
る
課
題
の
複
雑
化
・困
難
化
とい
った
社
会
的
課
題
の
解
決
を
目
指
す
とと
も
に
、

「社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」の
実
現
に
向
け
た
基
盤
とし
て
、地
域
と学
校
が
連
携
・協
働
し、
地
域
全
体
で
未
来
を担
う子
供
た
ち
の
成
長
を
支
え
て
い
くた
め
、「
コミ
ュニ
テ
ィ・
ス

ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）
」と
「地
域
学
校
協
働
活
動
」の
一
体
的
な
推
進
が
必
要
。

国
1
/
3

都
道
府
県
1
/
3

市
町
村

1
/
3

【
補
助
率
】

目
標

20
22
年
度
ま
で
に
全
小
中
学
校
区
に
お
い
て
、幅
広
い
地
域
住
民
や
地
域
の
多
様
な
機
関
・団
体
等
の
参
画
を
通
じた
地
域
学
校
協
働
活
動
の
推
進
を
図
る
。

その
際
、コ
ミュ
ニテ
ィ・
ス
クー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）
との
一
体
的
な
推
進
を
図
る
。

「社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」の
実
現
に
向
け
た
基
盤
とな
る
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
、「
コミ
ュニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）
」と
「地
域
学
校
協
働
活
動
」を
一
体
的

に
推
進
す
る
とと
も
に
、地
域
に
お
け
る
学
習
支
援
や
体
験
活
動
な
どの
取
組
を
支
援
す
る
。

「地
域
学
校
協
働
活
動
」を
推
進
す
る
た
め
、地
域
と学
校
を
つ
な
ぐ「
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
」を
配
置
し、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
様
々
な
地
域
学
校
協
働
活
動
の
総
合
化
、

ネ
ット
ワ
ー
ク化
を
目
指
し、
組
織
的
で
安
定
的
に
継
続
で
き
る
「地
域
学
校
協
働
本
部
」の
整
備
を推
進
す
る
ほ
か
、コ
ミュ
ニテ
ィ・
ス
クー
ル
の
導
入
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
。

これ
らの
活
動
を
通
じ、
各
地
方
自
治
体
に
お
け
る
地
域
と学
校
との
連
携
・協
働
を
進
め
、社
会
全
体
の
教
育
力
の
向
上
及
び
地
域
の
活
性
化
を
図
る
。

事
業
内
容

地
域
学
校
協
働
活
動

幅
広
い
地
域
住
民
や
企
業
・団
体
等
の
参
画
に
よ
り、

地
域
全
体
で
未
来
を
担
う子
供
た
ち
の
成
長
を
支
え
、

地
域
を
創
生
す
る
た
め
の
活
動

【重
点
的
に
補
助
を
行
う地
域
学
校
協
働
活
動
】

「学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
」を
踏
ま
え
た
活
動

例
）
働
き
方
改
革
答
申
に
お
け
る
以
下
の
活
動
等
を
実
施
。

①
登
下
校
に
関
す
る
対
応

②
放
課
後
か
ら夜
間
な
どに
お
け
る
見
守
り、

児
童
生
徒
が
補
導
され
た
とき
の
対
応

③
児
童
生
徒
の
休
み
時
間
に
お
け
る
対
応

④
校
内
清
掃

⑤
部
活
動

地
域
に
お
け
る
学
習
支
援
・体
験
活
動

（
放
課
後
等
に
お
け
る
学
習
支
援
活
動
等
）

×
×
中
学
校
区
を
統
括
！

地
域
学
校
協
働
本
部
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
担
う

○
○
小
学
校
区

△
△
小
学
校
区

×
×
中
学
校

地
域
学
校
協
働
本
部

8,
00

0本
部

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
を
中
心
に
、

協
働
活
動
支
援
員
や
協
働
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど様
々
な

ボ
ラ
ン
テ
ィア
が
緩
や
か
な
ネ
ット
ワ
ー
ク
を
構
築
しな
が
ら

地
域
の
実
情
に
応
じた
協
働
活
動
を
実
施

地
域
と学
校
の
連
携
・協
働
体
制
構
築
事
業

（
旧
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
事
業
）令
和
2年
度
要
求
・要
望
額

8,
30
0百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

5,
92
4百
万
円
）

×
×
中
学
校
区

学
校
運
営
・
そ
の
運
営
に
必
要
な
支
援
に
関
す
る
協

議
等
（
地
教
行
法
第
４
７
条
の
６
）
を
行
う
協
議
会
委
員

に
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
を
任
命
す
る
等
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
一
体
的
に
推
進
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル

①
コミ
ュニ
テ
ィ・
ス
クー
ル
を
導
入
して
い
る
こと
、ま
た
は
導
入
に
向
け
た

具
体
的
な
計
画
が
あ
る
こと

②
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
を
配
置
す
る
こと

補
助
要
件

多
様
な
地
域
学
校
協
働
活
動
の
う
ち
、学
校
・家
庭
・

地
域
を
取
り巻
く喫
緊
の
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組

を
必
須
の
活
動
と位
置
づ
け
、重
点
的
に
補
助
を
行
う。

△
△
小
学
校

○
○
小
学
校

概
要

青
少
年

大
人

保
護
者

Ｐ
Ｔ
Ａ

企
業

Ｎ
Ｐ
Ｏ

文
化

団
体

高
齢
者

ス
ポ
ー
ツ

団
体社
会
福
祉

協
議
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル

警
察

消
防 ま
ち
づ
くり

組
織

学
校
・家
庭
・地
域
を
取
り巻
く喫
緊
の
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
に
重
点
化

①
「学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
」を
踏
ま
え
た
活
動

②
地
域
に
お
け
る
学
習
支
援
・体
験
活
動

補
助
対
象 地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
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地
域
に
お
け
る
家
庭
教
育
支
援
基
盤
構
築
事
業

令
和
2年
度
要
求
・要
望
額

12
8百
万
円

(前
年
度
予
算
額

73
百
万
円
)

国
1
/
3

都
道
府
県
1
/
3

市
町
村

1
/
3

【
補
助
率
】

背
景

●
核
家
族
化
、共
働
き
家
庭
・ひ
とり
親
家
庭
の
増
加
、地
域
の
つ
な
が
りの
希
薄
化
な
ど、
家
庭
を
取
り巻
く環
境
が
変
化

〔ひ
とり
親
世
帯
の
数
(H
30
)
約
74
万
世
帯
（
10
年
前
よ
り約
3割
増
加
）
〕

●
身
近
な
相
談
相
手
が
い
な
い
な
ど、
家
庭
教
育
を
行
うこ
とが
困
難
な
社
会

〔地
域
に
お
い
て
子
育
て
の
悩
み
や
不
安
を
相
談
で
き
る
人
が
い
る
保
護
者
の
割
合
：
34
.2
%
〕
〔子
育
て
す
る
人
に
とっ
て
地
域
の
支
え
が
とて
も
重
要
だ
と思
う・
や
や
重
要
だ
と思
う
90
.9
%
〕

●
児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
は
一
貫
して
増
加

〔児
童
相
談
所
へ
の
相
談
件
数
：
H1
1
11
,6
31
件
→
H3
0
15
9,
85
0件
(速
報
値
)
H1
1年
度
に
比
べ
約
13
.7
倍
〕

地
域
人
材
の
養
成

家
庭
教
育
支
援
体
制
の
構
築

家
庭
教
育
を
支
援
す
る
取
組

家
庭
教
育
支
援
員
の
配
置

●
小
学
校
等
に
家
庭
教
育
支
援
員
を配
置
し

身
近
な
地
域
に
お
け
る
家
庭
教
育
支
援
の
体

制
を強
化

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
の
組
織
化

●
家
庭
教
育
支
援
員
な
どの
地
域
人
材
を

中
心
とし
た
チ
ー
ム
の
組
織
化

家
庭
教
育
支
援
員
等
の
養
成

●
家
庭
教
育
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
対

応
等
を行
う人
材
を養
成

●
支
援
活
動
の
企
画
・運
営
、関
係
機
関
・団

体
との
連
携
等
を担
う中
核
的
人
材
を養
成

学
習
機
会
の
効
果
的
な
提
供

●
就
学
時
健
診
や
保
護
者
会
、参
観
日
な
ど、
多
くの
親
が
集
ま
る

機
会
を
活
用
した
学
習
機
会
の
提
供

親
子
参
加
型
行
事
の
実
施

●
親
子
の
自
己
肯
定
感
、自
立
心
な
どの
社
会
を
生
き
抜
く力
を

養
成
す
る
た
め
、親
子
で
の
参
加
型
行
事
や
ボ
ラン
テ
ィア
活
動
、

地
域
活
動
等
の
プ
ログ
ラム
を展
開

相
談
対
応
や
情
報
提
供

●
悩
み
を
抱
え
る
保
護
者
、仕
事
で
忙
しい
保
護
者
な
ど、
様
々

な
家
庭
の
状
況
に
応
じて
、家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
に
よる
情
報

提
供
や
対
応
を実
施

【チ
ー
ム
員
構
成
例
】

家
庭
教
育
支
援
員
、元
教
員
、民
生
・児
童
委
員
、

保
健
師
等

●
関
係
機
関
との
協
議
・連
携
に
よる
情
報
共
有
等
の

実
施

●
定
期
的
な
家
庭
訪
問
の
実
施
(訪
問
型
家
庭
教
育
支
援
)

●
児
童
虐
待
防
止
に
資
す
る
保
護
者
等
向
け
講
座
の
充
実

～
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
強
化
促
進
プ
ラ
ン
～

全
て
の
保
護
者
が
安
心
して
家
庭
教
育
を
行
うこ
とが
で
き
る
よ
う支
援
体
制
の
整
備

元
教
員

PT
A

関
係
者

子
育
て

経
験
者

地
域
の
多
様
な
人
材
に
よ
る
参
画

（
例
）

研
修

リー
ダ
ー

中
核
的
人
材
の
養
成

●
家
庭
教
育
支
援
員
等
に
対
す
る
児
童
虐
待

対
応
に
関
す
る
研
修
強
化

支
援
が
届
き
に
くい
家
庭
へ
の
対
応
の
充
実
、虐
待
の
未
然
防
止
・早
期
発
見
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６．共生社会の実現

１．要 旨

女性の活躍推進等を図るため、多様な年代に対する学び直しを通じたキャリア形成支

援に取り組む。

また、国籍の違いや障害の有無等にかかわらず、安全・安心に暮らせる共生社会の実

、 。現を目的として 障害者の学びの支援や外国人児童生徒教育等に関する施策を推進する

２．内 容

○女性の活躍推進等のための環境整備

女性の多様なチャレンジに寄り添う学びと社会参画支援事業（１）

67百万円( 新 規 )

多様な年代の女性の社会参画を推進するため、関係機関との連携の下、キャリア

アップやキャリアチェンジ等に向けた意識醸成や相談体制の充実を含め、学習プロ

グラムの開発等、女性の多様なチャレンジを総合的に支援するモデルの開発や、普

及啓発を行う。

○障害者の生涯学習の推進

（１）学校卒業後における障害者の学びの支援に関する実践研究事業

161百万円( 105百万円 )

学校卒業後の障害者について、学校から社会への移行期や人生の各ステージにお

ける効果的な学習に係る具体的な学習プログラムや実施体制、情報収集・提供・相

談機能等に関する実証的な研究等を行い、成果を全国に普及する。

（２） 23百万円( 新 規 )図書館における障害者利用の促進

視覚障害者等の読書環境の整備を推進するために、職員・ボランティア等の支援

人材やピアサポート人材の育成を行う。また、障害者サービスの先進的な事例や図

書館を利用する障害者の理解促進を図るシンポジウムを開催する。
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○外国人児童生徒等への教育の推進

（１）共生社会の実現に向けた帰国・外国人児童生徒等教育の推進支援

826百万円( 504百万円 )

共生社会の実現に向け、日本語指導が必要な児童生徒について学校における日本語

指導体制の充実や多言語翻訳システム等ICTの活用の促進などを行うとともに、多様

な取組を通じた支援により外国人の子供等に対して適切な教育機会の確保を図る。
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事
業
概
要

③
検
討
委
員
会
の
設
置
（
国
に
設
置
）

女
性
の
学
び
を
通
じ
た
社
会
参
画
支
援
の
在
り
方
や
事
業
の
方
向
性
等
に
関
す
る

助
言
を
得
る
た
め
、
学
識
経
験
者
、
地
方
公
共
団
体
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
関
係
団
体
、
産
業
界
等
の
有
識
者
に
よ
る
検
討
委
員
会
を
設
置
。

②
女
性
の
学
び
サ
ポ
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
仮
称
）
に
よ
る
普
及
啓
発
（
３
箇
所
：
委
託
）

女
性
の
学
び
直
し
を
通
じ
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
を
図
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
組
織
。
学
び
直
し
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
へ
の
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
固
定

的
役
割
分
担
意
識
の
解
消
に
も
資
す
る
よ
う
、
S
N
S
等
の
身
近
な
媒
体
、
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
た
普
及
・
啓
発
を
年
間
通
し
て
実
施
。

①
多
様
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
寄
り
添
う
学
び
・
社
会
参
画
支
援
モ
デ
ル
の
構
築
（
８
箇
所
：
委
託
）

大
学
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
、
企
業
等
の
連
携
に
よ
り
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・
キ
ャ
リ
ア

チ
ェ
ン
ジ
等
に
向
け
た
意
識
醸
成
・
情
報
提
供
、
相
談
体
制
の
整
備
、
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

設
計
、
フ
ォ
ロ
ー
等
を
総
合
的
に
支
援
す
る
モ
デ
ル
を
構
築
。

女
性
の
多
様
な
チ
ャレ
ン
ジ
に
寄
り添
う学
び
と社
会
参
画
支
援
事
業

令
和
2年
度
要
求
・要
望
額

６
７
百
万
円

(新
規
)

◆
女
性
活
躍
加
速
の
た
め
の
重
点
方
針
2
0
1
9
（
令
和
元
年
６
月
す
べ
て
の
女
性
が
輝
く
社
会
づ
く
り
本
部
決
定
）

２
．
女
性
活
躍
に
資
す
る
働
き
方
の
推
進
、
生
産
性
・
豊
か
さ
の
向
上
に
向
け
た
取
組
の
推
進

（
６
）
中
高
年
女
性
を
始
め
と
す
る
女
性
の
学
び
直
し
や
就
業
ニ
ー
ズ
の
実
現

①
女
性
活
躍
推
進
の
た
め
の
「
学
び
直
し
」

（
略
）

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
等
に
向
け
た
意
識
醸
成
や
相
談
を
含
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
、

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
等
、
多
様
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
総
合
的
に
支
援
す
る
モ
デ
ル
の
開
発
・
普
及
に
も
取
り
組
む
。

◆
成
長
戦
略
実
行
計
画
（
令
和
元
年
６
月
閣
議
決
定
）
成
長
戦
略
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

ⅲ
）
女
性
活
躍
の
更
な
る
拡
大
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
の
推
進

・
人
生
百
年
時
代
に
お
い
て
、
多
様
な
選
択
が
で
き
る
社
会
を
構
築
す
る
た
め
、
（
略
）
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

を
総
合
的
に
支
援
す
る
モ
デ
ル
開
発
推
進
、
女
性
の
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
て
活
動
し
て
い
る
N
P
O
等
の
先

進
的
な
取
組
へ
の
支
援
等
を
通
じ
、
子
育
て
中
や
子
育
て
が
一
段
落
し
た
世
代
の
女
性
を
含
む
、
多
様

な
女
性
の
労
働
市
場
へ
の
再
参
入
を
推
進
す
る
。

女
性
の
就
業
に
係
る
現
状
と課
題

少
子
高
齢
化
、
S
o
ci
e
ty
5
.0
の
実
現
を
見
据
え
る
中
、
女
性
活
躍
の
推
進
は
社
会
・
経
済
の
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
に
重
要
。

し
か
し
、
女
性
の
就
労
を
め
ぐ
り
以
下
へ
の
対
応
が
課
題
。

○
女
性
の
管
理
職
割
合
は
1
4
.9
％
(2
0
1
8
年
)、
諸
外
国
と
比
べ
て
も
低
い
割
合
（
米
国
は
4
0
.7
%
）
。

企
業
が
考
え
る
女
性
管
理
職
が
少
な
い
理
由
「
必
要
な
知
識
、
経
験
等
を
有
す
る
女
性
が
い
な
い
」
（
5
8
.3
%
）
(厚
労
省
2
0
1
3
年
)。

〇
Ｍ
字
カ
ー
ブ
は
解
消
傾
向
に
あ
る
が
、
女
性
就
業
者
の
5
6
.1
％
は
非
正
規
雇
用
。
（
男
性
は
2
2
.2
%
）
(2
0
1
8
年
)。

・
女
性
が
非
正
規
を
希
望
す
る
理
由
「
育
児
や
介
護
等
」
が
約
３
割
（
3
0
～
4
4
歳
）
(2
0
1
8
年
)。

・
不
本
意
非
正
規
の
女
性
は
1
2
9
万
人
(2
0
1
8
年
)。
就
職
氷
河
期
世
代
（
3
5
～
4
4
歳
）
の
非
正
規
（
無
配
偶
）
女
性
の
貧
困
率
は
5
1
.7
％
(J
IL
P
T
2
0
1
4
年
)。

→
非
正
規
、
ひ
と
り
親
な
ど
、
生
活
上
の
困
難
に
陥
り
や
す
い
女
性
や
メ
ン
タ
ル
面
で
の
悩
み
を
抱
え
て
社
会
的
に
孤
立
し
、

困
難
な
状
況
に
あ
る
女
性
や
、
子
育
て
が
一
区
切
り
し
た
中
高
年
女
性
へ
の
支
援
が
重
要
（
重
点
方
針
2
0
1
9
）
。

生
涯
を
通
じ
た
女
性
の
社
会
参
画
の
現
状

（
出
典
）
総
務
省
「
労
働
力
調
査
（
基
本
集
計
）
」
（

20
18
年
）
を
も
と
に
内
閣
府
作
成

〇
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供

例
）
子
育
て
等
の
両
立
可
能
で
、
正
規
雇
用
化
に
有
効
な

資
格
取
得
等

〇
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供

例
）
子
育
て
等
の
両
立
可
能
で
、
正
規
雇
用
化
に
有
効
な

資
格
取
得
等

〇
職
務
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供

例
）
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
多
様
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等

〇
職
務
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供

例
）
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
多
様
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等

〇
相
談
体
制

例
）
不
安
解
消
等
、
女
性
の
経
験
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
キ
ャ
リ

ア
支
援
、
学
習
メ
ニ
ュ
ー
の
提
示

〇
相
談
体
制

例
）
不
安
解
消
等
、
女
性
の
経
験
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
キ
ャ
リ

ア
支
援
、
学
習
メ
ニ
ュ
ー
の
提
示

〇
意
識
醸
成
・
情
報
提
供

例
）
働
き
方
や
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
講
座
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
の
対
話

両
立
支
援
や
起
業
情
報
等

〇
意
識
醸
成
・
情
報
提
供

例
）
働
き
方
や
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
講
座
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
の
対
話

両
立
支
援
や
起
業
情
報
等

取
組
の
方
向
性

人
生

10
0年
時
代
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
女
性
が
学
業
や
仕
事
、
子
育
て
、
地
域
活
動
へ
の
参
加
等
、
様
々
な
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
自
ら
多
様
な
選
択
を
で
き
る
社
会
を
構
築
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令
和
２
年
度
要
求
・要
望
額
16
1百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

10
5百
万
円
）

平
成
２
６
年
の
障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
や
平
成
２
８
年
の
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
等
も
踏
ま
え
、
学
校
卒
業
後
の
障
害
者
が
社
会
で
自
立
し
て
生
き
る
た
め
に
必
要
と

な
る
力
を
維
持
・
開
発
・
伸
長
し
、
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
急
務
。

こ
の
た
め
、
学
校
卒
業
後
の
障
害
者
に
つ
い
て
、
効
果
的
な
学
習
に
係
る
具
体
的
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
実
施
体
制
等
に
関
す
る
実
証
研
究
や
、
障
害
者
の
学
び
の
実
態
把
握

の
た
め
の
調
査
研
究
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
全
国
に
普
及
す
る
た
め
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
等
の
取
組
を
実
施
す
る
。

併
せ
て
、
文
部
科
学
省
障
害
者
活
躍
推
進
プ
ラ
ン
（
平
成
３
１
年
）
等
の
成
果
も
受
け
、
新
た
に
関
係
機
関
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
形
成
に
よ
る
地
域
連
携
体
制
の
構
築
を
図
る
。

学
校
卒
業
後
の
障
害
者
が
社
会
で
自
立
し
て
生
き
る
た
め
に
必
要
と
な
る
力
を
生

涯
に
わ
た
り
維
持
・
開
発
・
伸
長
す
る
た
め
、
学
校
か
ら
社
会
へ
の
移
行
期
、
生
涯

の
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
効
果
的
な
学
習
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
※
１
）
や
実
施
体
制
（
※
２
）
に
関
す
る
実
践
研
究
を
実
施
（
1
4
箇
所
）

※
１
：
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
例

○
学
校
卒
業
直
後
に
行
う
、
主
体
的
に
判
断
し
行
動
す
る
力
な
ど
の
社
会
で
自
立
し

て
生
き
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
力
を
育
む
プ
ロ
グ
ラ
ム

※
２
：
実
施
体
制
の
例

○
公
民
館
等
の
施
設
を
活
用
し
た
障
害
者
青
年
学
級
等
の
実
施

○
特
別
支
援
学
校
の
同
窓
会
組
織
等
に
よ
る
卒
業
生
対
象
の
取
組
の
実
施

（
１
）
障
害
者
の
多
様
な
学
習
活
動
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
実
践
研
究
〔
6
4
百
万
円
〕

・
障
害
に
関
す
る
社
会
全
体
の
理
解
の
向
上
や
、
担
い
手
育
成
と
実
践
の
拡
大

を
目
指
す
ブ
ロ
ッ
ク
別
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
実
施

・
障
害
者
参
加
型
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
施

・
社
会
教
育
と
特
別
支
援
教
育
・
障
害
者
福
祉
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

人
材
育
成
・
確
保
に
向
け
た
有
識
者
会
議
の
開
催

等

（
４
）
障
害
者
の
学
び
に
関
す
る
普
及
・
啓
発
や
人
材
育
成
に
向
け
た
取
組
〔
2
8
百
万
円
〕

趣
旨

事
業
内
容

（
３
）
生
涯
学
習
を
通
じ
た
共
生
社
会
の
実
現
に
関
す
る
調
査
研
究
〔
4
百
万
円
〕

・
生
涯
学
習
分
野
に
お
け
る
合
理
的
配
慮
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究

・
生
涯
学
習
に
お
け
る
先
端
技
術
の
活
用
方
策
に
関
す
る
調
査
研
究

学
校
卒
業
後
に
お
け
る
障
害
者
の
学
び
の
支
援
に
関
す
る
実
践
研
究
事
業

（
２
）
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能
な
学
び
の
支
援
に
関
す
る
実
践
研
究
〔
6
5
百
万
円
〕
【
新
規
】

①
地
域
連
携
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
形
成
モ
デ
ル
の
構
築
（
5
箇
所
）

◆
地
方
公
共
団
体
（
社
会
教
育
施
設
を
含
む
）
を
中
心
に
、
関
係
機
関
（
大
学
等
の
高
等
教
育
機
関
、
障
害
者
雇
用
を
行
う
企
業
等
、
障
害
者
雇
用
に
知
見
の
あ
る
社
会
福

祉
法
人
等
や
、
生
涯
学
習
の
機
会
を
提
供
す
る
民
間
団
体
等
）
が
連
携
し
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
形
成
・
運
営
（
実
行
委
員
会
を
設
置
）
す
る
。

（
主
な
研
究
事
項
）

・
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
障
害
者
の
ニ
ー
ズ
や
講
座
内
容
・
方
法
、
必
要
な
支
援
策

・
大
学
で
の
学
び
の
成
果
と
し
て
修
了
証
（
履
修
証
明
）
の
発
行
等
を
見
据
え
た
新
た
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

・
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
講
座

・
障
害
当
事
者
と
講
座
実
施
団
体
、
自
治
体
等
の
費
用
負
担
の
在
り
方

・
地
域
の
障
害
者
の
学
び
の
拠
点
と
し
て
の
障
害
者
の
学
び
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
提
供
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
構
築

等
②
連
絡
協
議
会
の
開
催

◆
各
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
取
組
が
共
有
さ
れ
る
よ
う
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
形
成
に
取
り
組
む
自
治
体
等
で
構
成
さ
れ
る
連
絡
協
議
会
を
開
催
す
る
。

こ
れ
ま
で
に
開
発
し
た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
活
用
、
横
展
開
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趣
旨

（
前
年
度
予
算
額

XX
百
万
円
)

XX
年
度
予
定
額

XX
百
万
円

趣
旨
：
平
成
３
０
年
の
通
常
国
会
に
お
い
て
、
マ
ラ
ケ
シ
ュ
条
約
（視
覚
障
害
者
や
判
読
に
障
害
の
あ
る
者
の
著
作
物
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
条
約
）の

批
准
が
承
認
さ
れ
る
と
と
と
も
に
著
作
権
法
が
改
正
さ
れ
、
図
書
館
等
に
お
け
る
視
覚
障
害
者
等
の
た
め
の
録
音
図
書
を
許
諾
な
く
作
成
で
き
る
範
囲
が

広
が
り
、
同
条
約
は
平
成
３
１
年
１
月
１
日
に
我
が
国
に
つ
い
て
効
力
が
発
生
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
令
和
元
年
６
月
の
第
１
９
８
回
通
常
国
会
に
お
い
て
「視
覚
障
害
者
等
の
読
書
環
境
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
読
書
バ
リ
ア
フ

リ
ー
法
）が
可
決
・成
立
し
、
本
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
、
視
覚
障
害
者
等
の
図
書
館
利
用
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
体
制
の
整
備
を
行
う
。

ま
た
、
「障
害
者
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」が
成
立
し
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
と
し
て
、
自
ら
率
先
し
て
障

害
者
を
雇
用
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ
き
、
図
書
館
に
お
け
る
障
害
者
の
雇
用
の
拡
大
を
図
る
。

１
．
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
検
討
委
員
会
の
設
置
等
８
，
６
２
８
千
円

２
．
職
員
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
支
援
人
材
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
人
材
の
育
成
６
，
１
２
５
千
円

事
業
内
容

視
覚
障
害
者
等
の
図
書
館
利
用
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、
有
識
者
、
自

治
体
、
公
立
図
書
館
、
学
校
図
書
館
、
大
学
図
書
館
等
の
関
係
者
で
構
成
さ
れ
る
委
員

会
を
設
置
し
、
振
興
方
策
の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
実
態
調
査
や
事
例
の
収
集
等
を
行
う
。

図
書
館
職
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
理
解
し
、
支
援
方
法
を
習

得
す
る
た
め
の
研
修
や
、
読
書
支
援
機
器
（
拡
大
読
書
器
、
D
A
IS
Y
再
生
機
な
ど
）の
使
用

方
法
に
習
熟
す
る
た
め
の
研
修
等
を
行
う
。
ま
た
、
障
害
者
の
図
書
館
職
員
（
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
人
材
）
の
育
成
や
環
境
の
整
備
を
行
う
。
【５
教
育
委
員
会
等
】

※
研
修
の
た
め
の
講
師
の
謝
金
や
指
導
資
料
の
作
成
経
費
で
あ
り
、
研
修
を
受
け
た
者
を
雇
用
す
る

場
合
に
は
地
方
交
付
税
を
活
用
す
る
。

障
害
者
サ
ー
ビ
ス
支
援
事
業

３
．
先
進
的
な
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
７
，
８
０
５
千
円

図
書
館
に
お
け
る
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
の
先
進
的
な
事
例
発
表
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、

図
書
館
を
利
用
す
る
障
害
者
の
理
解
促
進
を
図
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
。

【
１
箇
所
】

見
込
ま
れ
る
成
果
：
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
す
べ
て
の
国
民
が
等
し
く
読
書
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、

障
害
者
の
雇
用
促
進
に
つ
な
が
る
。

【
対
象
者
・
事
業
種
別
等
】

１
国

（
本
省
直
轄
事
業
）

２
．
３

国
→

都
道
府
県
教
育
委
員
会
・
団
体
等

（
委
託
事
業
）

図
書
館
に
お
け
る
障
害
者
利
用
の
促
進

（
新
規
）

令
和
２
年
度
要
求
・要
望
額

２
２
，
５
５
８
千
円
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共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
帰
国
・外
国
人
児
童

生
徒
等
教
育
の
推
進
支
援

令
和
2年
度
要
求
・要
望
額
82
6百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

５
０
４
百
万
円
）

日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
等
の

教
育
支
援
基
盤
整
備
事
業
【
拡
充
】

帰
国
・
外
国
人
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
き
め
細
か
な
支
援
事
業

日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
に
対
す
る
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
う
し
た
児
童
生
徒
が
自
立
で
き

る
力
を
育
成
す
る
な
ど
、
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
外
国
人
児
童
生
徒
等
の
教
育
の
充
実
を
図
る
。

【
教
員
の
指
導
力
向
上
】

就
学
に
課
題
を
抱
え
る
外
国
人
の
子
供
を
対
象
に
、
公
立
学
校
や
外
国
人
学
校

等
へ
の
就
学
に
必
要
な
支
援
を
学
校
外
に
お
い
て
実
施
す
る
自
治
体
を
支
援
。

外
国
人
児
童
生
徒
等
教
育
に
係
る
研
究
協
議
会

定
住
外
国
人
の
子
供
の
就
学
促
進
事
業

補
助
対
象
：
３
０
都
道
府
県
・
市
区
町
村
等
補
助
率
：
１

/３

８
０
百
万
円
（
８
０
百
万
円
）

＜
支
援
メ
ニ
ュ
ー
＞

・
日
本
語
指
導
補
助
者
、
母
語
支
援
員
の
派
遣

・
ＩＣ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
・
支
援

・
高
校
生
等
に
対
す
る
包
括
的
な
教
育
・
支
援

等

６
８
４
百
万
円
（
４
１
０
百
万
円
）

各
自
治
体
が
行
う
外
国
人
児
童
生
徒
等
へ
の
校
内
支
援
体
制
の
整
備
に
対
す
る

支
援
。

【
指
導
・
支
援
体
制
整
備
】

多
文
化
共
生
に
向
け
た
日
本
語
指
導
の

充
実
に
関
す
る
調
査
研
究
【
新
規
】

補
助
対
象
：
１
０
０
都
道
府
県
・
指
定
都
市
・
中
核
市
補
助
率
：
１

/３

【
集
住
・
散
在
地
域
に
係
る
調
査
研
究
】

２
１
百
万
円
（
０
．
７
百
万
円
）

教
員
等
の
資
質
・
能
力
の
向
上
を
図
る

た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
講
座
用
の
動
画

コ
ン
テ
ン
ツ
や
、
来
日
・
帰
国
し
た
ば
か
り

の
外
国
人
児
童
生
徒
等
向
け
の
動
画
コ

ン
テ
ン
ツ
を
作
成
す
る
。

①
新
し
い
研
修
講
座
に
つ
い
て
の
検
討
委
員
会

の
開
催

②
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
か
す
た
ね
っ
と
」
の
機
能
強
化

③
教
員
研
修
用
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
（
５
本
）

④
外
国
人
児
童
生
徒
等
用
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
の

作
成
（
１
４
言
語
）

４
０
百
万
円
（
新
規
）

外
国
人
児
童
生
徒
等
の
一
定
地
域

へ
の
集
住
化
、
各
地
域
へ
の
散
在
化
、

そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
課
題
を
解
決
す
る

た
め
、
先
進
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

を
行
い
、
全
国
へ
の
普
及
を
図
る
。

・
教
員
養
成
課
程
を
置
く
大
学
へ
委
託 （
４
か
所
）

集
住
地
域
（
小
学
校
・
中
学
校
）

散
在
地
域
（
小
学
校
・
中
学
校
）

１
百
万
円
（
１
百
万
円
）

外
国
人
児
童
生
徒
等
教
育
や
国
際
理
解
教
育
の
充
実
に
資
す
る
た
め
、
都
道
府
県
・
指
定
都
市
・
中
核
市
等
教
育
委
員
会
間
の
連
携
強
化
及
び
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。

＜
支
援
メ
ニ
ュ
ー
＞

・
日
本
語
指
導
、
教
科
指
導
、
母
語
指
導

・
就
学
状
況
・
進
学
状
況
に
関
す
る
調
査

・
日
本
の
生
活
・
文
化
へ
の
適
応
を
目
指
し
た
地
域
社
会
と
の
交
流

等
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７．学校安全の更なる強化

１．要 旨

集団登校中の児童生徒が巻き込まれる交通事故、襲撃事件の発生など学校安全の確保

について新たな課題が生じている。このため、警察や地域と連携し登下校時の安全確保

を中心に、国公私立全ての学校において学校安全の取組を更に強化する。

２．内 容

（１）地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業 420百万円( 119百万円 )

地域ぐるみで見守り活動を行う体制を整備し、子供の安全を確保する。全ての自

治体でスクールガード・リーダーの専門的助言に基づく見守り活動が行われるよう

人員を増員する（4,000人）とともに、スクールガード・リーダーの装備品を充実す

る。

（２）学校安全推進事業 333百万円( 234百万円 )

セーフティプロモーションスクール等の先進事例を参考とするなどして、実践的

な安全教育、学校安全の組織的取組、外部専門家の活用を図るとともに、安全教育

の推進に関する調査研究を実施する。

また、都道府県等における教職員等への研修の支援や小学生低学年向けリーフレ

ットを作成・配布する。
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地
域
ぐる
み
の
学
校
安
全
体
制
整
備
推
進
事
業

令
和
2年
度
要
求
・要
望
額

42
0百
万
円

(前
年
度
予
算
額

11
9百
万
円
)

学
校
、
通
学
路
の
安
全
確
保
に
向
け
、
昨
今
の
児
童
生
徒
の
尊
い
命
を
奪
う
交
通
事
故
・
事
件
の
発
生
も
踏
ま
え
、
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
増
員
に
よ
る
見
守
り
の
充
実
や
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
・
資
質
向
上
を
促
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
警
察
や
保
護
者
、
P
T
A
等
と
の
連
携
の
下
で
見
守
り
体
制
の
一
層
の
強
化
を
図
る
。

■
実
施
主
体
：
都
道
府
県
及
び
市
町
村

■
補
助
率
：
国
庫
補
助
率

1/
3、
都
道
府
県
、
市
町
村
各

1/
3、
※
市
町
村
直
接
実
施
の
場
合

2/
3負
担

○
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
指
導
、
見

守
り
活
動
に
対
す
る
謝
金
、
各
学
校
を
定
期
的
に

巡
回
す
る
た
め
の
旅
費
等
の
補
助

○
装
備
品
の
充
実
（
防
刃
ベ
ス
ト
等
）

○
学
校
等
の
巡
回
活
動
等
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
の
連
絡
会
等
の
開
催

を
支
援
（
全
市
町
村
）

○
通
学
路
で
子
供
た
ち
を
見
守
る
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

の
防
犯
に
対
す
る
知
識
、
非
常
時
の
対
応
策
等
を

身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
の
養
成
講
習
会
を
実
施

（
年
間
１
地
域
1
0回
開
催
）

○
最
新
の
安
全
に
関
す
る
情
報
、
不
審
者
情
報
の

共
有

○
通
学
路
や
学
校
で
子
供
の
見
守
り
活
動
の
強
化

を
図
る
た
め
、
「
登
下
校
防
犯
プ
ラ
ン
」
等
に
基

づ
く
防
犯
活
動
へ
の
支
援
(
全
市
町
村
）

〔
活
動
例
〕

・
防
犯
訓
練
の
実
施
・
通
学
安
全
マ
ッ
プ
の
作
成
・

登
下
校
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
・
地
域
の
連
携
の
場
構
築

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・

リ
ー
ダ
ー

ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド

「
地
域
の
連
携
の
場
」

の
構
築
な
ど
地
域
全
体

で
見
守
る
体
制
を
強
化

「
地
域
の
連
携
の
場
」

の
構
築
な
ど
地
域
全
体

で
見
守
る
体
制
を
強
化

国
公
私
立
学
校

警
察

地
域
住
民

保
護
者

PT
A

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
増
員

に
よ
る
見
守
り
の
強
化

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
に

対
す
る
活
動
支
援

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

の
養
成
・
資
質
向
上

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
に
対
す
る
活
動
支
援

●
見
守
り
活
動
・
警
備
上
の
ポ
イ
ン
ト

●
不
審
者
対
応

等
に
つ
い
て
具
体
的
な
指
示
、
指
導

○
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
（
S
G
L
）
の
空
白

地
帯
の
解
消
に
向
け
、
現
行
の
1
,
7
0
0
人
体
制
か
ら

4
,
0
0
0
人
体
制
へ
増
員

○
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
を
備
え
た

人
材
（
警
察
官
O
B・
教
職
員
O
B
・
防
犯
協
会
役
員

等
）
に
対
す
る
育
成
講
習
会
の
実
施

（
年
間
１
地
域
1
0
回
開
催
）
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学
校
安
全
教
室
の
推
進

令
和
２
年
度
要
求
・要
望
額

41
百
万
円

(前
年
度
予
算
額

32
百
万
円
)

○
児
童
生
徒
等
を
取
り
巻
く
多
様
な
危
険
を
的
確
に
捉
え
、
児
童
生
徒
等
の
発
達
段
階
や
学
校
段
階
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
取
組
の
推
進
が
必
要

○
地
域
間
・
学
校
間
・
教
職
員
間
の
差
を
解
消
し
、
全
て
の
学
校
で
質
の
高
い
学
校
安
全
の
取
組
を
推
進
で
き
る
指
導
力
の
確
保
が
必
要

教
職
員
等
の

安
全
教
育
に

お
け
る
指
導

力
の
向
上

児
童
生
徒
等
が

安
全
に
関
す
る

資
質
・
能
力

を
身
に
付
け
る

児
童
生
徒
等
の

死
亡
事
故
の

発
生
件
数

の
減
少

児
童
生
徒
等
の

障
害
や
重
度
の

負
傷
を
伴
う

事
故
の
減
少

教
職
員
等
の

安
全
対
応

能
力
の
向
上

防
犯
教
室

講
習
会

○
登
下
校
時
の
危
険
と
対
処
方
法
に
関
す
る
指
導

○
登
下
校
の
安
全
確
保
の
ポ
イ
ン
ト

○
不
審
者
侵
入
時
の
対
応
な
ど
、
学
校
に
お
け
る
防
犯
対
策
等

防
災
教
室

講
習
会

○
災
害
時
の
危
険
予
測
・
回
避
能
力
等
を
育
む
た
め
の
指
導

○
自
然
災
害
発
生
時
の
適
切
な
判
断
と
避
難

○
学
校
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
等

交
通
安
全
教
室

講
習
会

○
被
害
者
・
加
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
の
交
通
安
全
教
育

○
交
通
安
全
教
室
で
の
効
果
的
な
指
導
方
法

○
自
転
車
・
二
輪
車
等
通
学
手
段
に
応
じ
た
指
導
方
法
等

心
肺
蘇
生
法
実
技
講
習
会

○
事
後
対
応
等
の
学
校
の
危
機
管
理
の
在
り
方
に
関
す
る
こ
と

○
第
三
者
委
員
会
な
ど
の
検
証
組
織
の
必
要
性
・
在
り
方
に
関
す
る
こ
と
等

事
故
対
応
に
関
す
る
講
習
会

学
校
安
全
教
室
の
講
師
と
な
る
教
職
員
等
に
対
す
る
指
導
法
等
の
講
習
会
を
実
施

事
故
等
発
生
時
の
初
期
対
応
能
力
等
向
上
の
た
め
の
講
習
会
を
実
施

○
防
犯
、
防
災
、
交
通
安
全
に
関
す
る
注
意
事
項
を
ク
イ
ズ
形
式
で
学
べ
る
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
「
た
い
せ
つ
な
い
の
ち
と
あ
ん
ぜ
ん
」
を
作
成
し
、
全
国
の
新
１
年
生
全
員
に

配
布

○
蘇
生
法
訓
練
用
人
体
模
型
（
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
）
を
用
い
た
実
技
講
習
等

都
道
府
県
等
に
お
け
る
教
職
員
等
へ
の
研
修
の
実
施

安
全
教
育
の
指
導
者
の
養
成

小
学
生
低
学
年
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布

教
職
員
等
の
安
全
対
応
能
力
の
向
上

＜
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
た
い
せ
つ
な
い
の
ち
と
あ
ん
ぜ
ん
」
＞
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学
校
安
全
総
合
支
援
事
業

令
和
２
年
度
要
求
・要
望
額

２
９
２
百
万
円

(前
年
度
予
算
額

２
０
２
百
万
円
)

・学
校
管
理
下
で
発
生
す
る
事
故
・事
件
な
どは
全
体
とし
て
減
少
して
い
る
も
の
の
、児
童
生
徒
等
の
発
達
段
階
や
地
域
の
特
性
に
応
じた
取
組
を推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

・学
校
安
全
に
関
し、
地
域
間
・学
校
間
・教
職
員
間
の
取
組
の
差
が
あ
る
とと
も
に
、継
続
性
が
確
保
され
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
。

・学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
受
け
、学
校
と地
域
の
適
切
な
役
割
分
担
を
促
進
し、
学
校
、家
庭
、地
域
及
び
関
係
機
関
が
連
携
した
、学
校
安
全
推
進
体
制
の
構
築
を

図
る
必
要
が
あ
る
。

学
校
安
全
に
関
す
る
課
題

≪
学
校
安
全
推
進
体
制
の
構
築
≫

地
域
全
体
で
の
学
校
安
全
推
進
体
制
の
構
築
を
図
る
た
め
、セ
ー
フテ
ィプ
ロモ
ー
シ
ョン
ス
クー
ル
（
Ｓ
Ｐ
Ｓ
）
※
等
の
先
進
事
例
を
参
考
とす
る
な
どし
て
、学
校
安
全
の
組
織
的
取
組
と

外
部
専
門
家
の
活
用
を
進
め
る
とと
も
に
、各
自
治
体
内
で
の
国
公
立
・私
立
を含
む
学
校
間
の
連
携
を
促
進
す
る
取
組
を支
援
す
る
。

※
学
校
・家
庭
・地
域
・関
係
機
関
が
一
体
とな
って
学
校
安
全
の
取
組
を継
続
的
に
実
践
す
る
学
校

指
導
・
助
言

都
道
府
県

教
育
委
員
会
等

都
道
府
県
全
体
とし
て
の

持
続
的
な
体
制
整
備

都
道
府
県
内
の
他
地
域

実
践
・
知
見
の
共
有
、
取
組
の
推
進

中
核
教
員
の
先
進
地
視
察
や
研
修
会
へ
の

積
極
的
な
参
加
を
促
す

組
織
的
取
組
に
よ
る
安
全
管
理
の
充
実

国
立
・私
立
各
学
校
を
含
め
た
学
校
安
全
に

つ
い
て
協
議
す
る
推
進
委
員
会
・実
践
委
員

会
の
実
施

国
立
・私
立
各
学
校
の
連
携
強
化

学
校
安
全
に
関
す
る
有
識
者
（
学
識
経
験

者
等
）
との
連
携
を
図
り、
専
門
的
知
見
の

活
用
を
図
る専
門
的
知
見
の
活
用

緊
急
地
震
速
報
受
信
機
、I
Cタ
グ
等
の

先
進
技
術
を
活
用
した
整
備
・備
品
の
設

置
を
推
奨
す
る

設
備
・備
品
の
充
実

市
町
村
内
の
学
校
で
連
携
した
取

組
の
実
施

・モ
デ
ル
地
域
の
実
践
の
共
有
と普
及

・各
学
校
の
取
組
や
連
携
促
進
等
に
係

る
指
導
・助
言
等

市
町
村

教
育
委
員
会

モデ
ル
地
域
の
取
組

・カ
リキ
ュラ
ム
・マ
ネ
ジ
メン
トの
視
点
を

踏
ま
え
た
安
全
教
育
の
充
実

・組
織
的
取
組
に
よ
る
安
全
管
理
の
充
実

・P
DC
Aサ
イク
ル
に
基
づ
く検
証
・改
善

等

外
部
専
門
家
等
に

よ
る
助
言
等

各
学
校

1
学
校
安
全
の
質
的
向
上
に
向
け
た
調
査
研
究

学
校
安
全
に
関
す
る
諸
外
国
に
お
け
る
取
組
や
、国
内
に
お
け
る
先
進
事
例
を調
査
・分
析

2
学
校
管
理
下
に
お
け
る
事
故
防
止
に
向
け
た
調
査
研
究

学
校
事
故
の
傾
向
や
主
な
要
因
を
分
析
し、
学
校
事
故
防
止
に
む
け
た
効
果
的
な
対
策
等
を
検
討

1
学
校
安
全
の
質
的
向
上
に
向
け
た
調
査
研
究

学
校
安
全
に
関
す
る
諸
外
国
に
お
け
る
取
組
や
、国
内
に
お
け
る
先
進
事
例
を調
査
・分
析

2
学
校
管
理
下
に
お
け
る
事
故
防
止
に
向
け
た
調
査
研
究

学
校
事
故
の
傾
向
や
主
な
要
因
を
分
析
し、
学
校
事
故
防
止
に
む
け
た
効
果
的
な
対
策
等
を
検
討

安
全
教
育
の
推
進
に
関
す
る
調
査
研
究
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